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今回50年誌発行にあたり水泳部初期のことを書く

ことになったので、水泳部が確立した昭和 5年から

とその以前とに分けて書くことにする O 幸い昭和13

年頃部誌を発行する積りて書いてあった原稿がある

ので、それを基に自分のったない記憶と幾拾年もた

った書類を引張り出して書く。

成城水泳部発達の跡を顧りみるに、昭和 3年以前

に於ては部の年中行事は夏の海水浴に過ぎず、取立

て書くことがないし、自分は知らない O 部として、

叉先生生徒の間て水泳の発達に眼を向けるに至った

のは昭和 4年以後てある O 今昭和 3年から昭和 4年

の終りまてを揺鑑時代として書いてみよう。

揺監時代 〈昭和3年)
昭和 3年の夏まで水泳部は普段は何もせず夏K在

ると同好の者を募 P、一週間か二週間、ある年は伊

豆方面K、ある年は房総方面へと適当左場所を求め

て遊泳をしていた。我々は夏の水泳も今迄と趣きを

かへ、合宿や夏期学校として規則正しい生活の中で、

泳法を教へ心身を鍛えた。水泳の好き在者を集め、

他のスポーツと同様K、心身の鍛練の為の道場とし

てプールが欲しいものだと、当時理甲ーだった我々

は寄るとその話をしていた o 又、夏K於ける合宿も

あちらとちらと探すとと左〈、適当左地K合宿する

場所と水泳場が欲しいものだと地図を Kらみっとし

たものだったo

か〉る雰囲気Kあった我々を実現へと努力せしむ

る動機をあたえてぐれたのは、その年の 9月植物採

集のためK三崎の臨海実験所Kゆき、飯よ b好き左

連中が共K泳ぐ機会が得られたからであった。以後

日記K水泳の事が書れであるのを引き抜いて、その

当時を想像してもら長う o

昭和 3年 9月22日 曇霊岸島より 99頓の木造船K

乗 Pノロリノロリと、まるで海をはう様K して目的

地K着いたのが午後 3時o 講義が終ると早速用意の

樟をひっばり出して、水泳好きの真野、味岡、渡辺

それに僕と 4人は早速泳ぎKゆく。「さあ飛び込も

うJrよし」と言い終るやザプン、ザプンと次ぎか
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ら次ぎへと泳ぎ出すo 夕食時分K左ったので寄宿へ

帰る o 本子左かがべとべと左のでどしどし食う o 夕食

後茶話会が開かれる o 食べたばかり左のK叉食う。

まるで底左しのようだo その中K誰かが「詠ぎK行

か左いか」という O 早速賛成して用意をする。他の

連中は「寒いからょせ jというのを「左 K、月を見

左がら泳ぐのも一興だ」といい左がらかけ出すo 海

岸へ着くやさっそ〈飛び込ふだ。夜光虫のため、き

らきら光り出す、昼より早〈泳げる様左気がする o

10時頃寄宿舎へ帰ってとんどは蒲団をつんで高いと

とろから飛込みの稽古をする o r今のは 2点、 3点」
と皆夢中でやる o 床Kついたのが11時。あとは白河

夜船o

9月24日 晴 帰京前の寸暇を海で過す。楽しかり

し3日間。東京K着いて別れ際皆のいった言葉は

「とんどはどとへ詠ぎK行とうか」というととだっ

たo

10月11日 木曜 三橋、真野と共K国際水上競技出

場のため練習中であった高石、ワイズミューラ一、

鶴田、ラード、マンヘノレ、入江、ワイヤッ卜、ラタ

ファ一、佐田、宮下、渡辺それK飛込みのミーニ一、

高階、水谷、島崎等の練習振 Pを見K行(0 さすが

世界的選手だけあると驚嘆する。アルネポ Jレグが姿

をみせ左かったのは期待して居ったので残念だったo

10月13日 土曜 明日は成城の運動会で行け左いの

でせめて今日一日だけでもと先生K金願いして、少



し早目 K学課を切りあげてもらい、一同玉川プーノレ

へ国際水上競技大会を見K行<0 遅れてはというの

で皆会場まで走り続ける。スタンドが足 P左いので

丸太を組合せ、その上K板を張ってある粗末左ものo

それでも自分の席Kついて各国出場選手をスタンド

越し K左がめた時、との上左い満足と水泳K対する

情熱で胸が一杯K在、ってしまったo

10月15日 月曜 今日は慰労休暇o 真野、宮沢と 3

人で豊島圏へ泳ぎK行<0 朝からどんよりした薄曇

りその上プーノレは公開してい在いので、水は汚〈底

はみえず、時々魚が泳いでいるのが見える o その中

で一日クロールをやったり飛込みの練習をしたりし

た。多数小学生が来て居て大喜びだったo 帰えり に

雨Kふられる o

10月22日 月曜 久しぐ懸案中であったプール設計

図が出来たので真野、味岡、清田と僕の 4人で小原

先生Kな願いK行<0 先生も主旨Kは大い K賛成し

て下さったが、学校K金が左いから、半分何んとか

すれば半分は先生が出して下さるとの事、大いK意

を強くして帰る o 女口何Kして金を集めるかK就いて

高松先生を初め一同相談する o

10月23日 火曜 塩原への修学旅行。宿につくや

「乙の附近K万人風呂がある筈だが何処か」と聞く。

「山を越したととろです」といわれたが元気を出し

て真野、味岡、渡辺と 4人ででかける o 万人風呂は

長さ 20米位o きれい汚左いを超越して泳ぐ。何K し

ろ湯左ので皆ふうふう K在ってしまった。

私の日記は以上で昭和 3年を終っているがとれで

全部で左いととは、勿論である o 然しとれまでのと

とでわかるよう K、昭和 3年後半K於て我々はプー

ノレ建設と夏の海の合宿所設立を目標として努力する一

方、泳く・場所と機会さえあれば、如何在る困難があ

ってもそれK打勝って泳いだ。とれは水泳K対する

と同時K、水泳部K対する我々の限り左き愛着と心

から我々を指導し助力して下さった水泳部長を初め、

諸先生の愛情KよP為されたものであり、それが実

を結んでプール竣工と在り、興津の合宿所完成と左

ったものであると確信しているo との熱と努力は・昭

和 4年 K至り一層強められて来た o 叉水上日本とし

て考える時、朝日新聞主催の国際水上競技は、我々

K世界水泳のレベノレを知らしめた点で、大いに貢献

するとと大であったと考える。

昭和 4年
昭和 4年K入り、初めは日記が殆んどプランクが

多い。その内から書き抜いてみよう o

4月12日 金曜雨 学校を出る頃から雨がポツポ

ツ降り出した O 一度決めた以上行とうというので真

野、渡辺と 3人で豊島園K泳ぎK行<0 着いた頃は

風雨烈しく入園を拒絶された。押し問答の上入れて

もらい泳ぐ。水はつめた〈上ると、プノレプノレふるえ、

歯までガツガツいう。 2時間位泳いだ後.、うどんを

たべ暖をとりかえる o

5月14日 今日は春の旅行。我々河童の主張せる伊

東は否決され箱根へ O 宿K着くや強羅Kプーノレがあ

るのを聞き、真野、渡辺と 3人で電車K乗り強羅K

泳ぎK行〈。水は昨年のま込でオタマジャクシが先

客で泳いで居たo しかた左〈共陀仲よく詠く'。以上

の様K我々は水泳シーズン前から機会をみつけて泳

ぐ。我々の第一目標であるプール建設、夏の合宿所

設立K対する努力は一層烈しく在って来たが、我々

の級の中Kは身体の具合や他部との関係上直接水泳

部K関係出来左〈在るものも生じて来た。しかし残

った真野と僕は、当時の水泳部長であった高松先生

や水泳部関係の先生と共K、初志を貫徹する決心を

し色々相談したo 結局のととろ成る成ら左いは資金

関係であったので、食堂の前K竹簡をさげるとか叉

父兄を訪問して寄附をあ会どうか左ど、色々計画を

たてたが色々の事情で実現出来左かった o との頃か

ら今の級の同好の者を失ったがとんどは下級の人達

で我々の考え K賛成して呉れる者が出て来て級単位

だったものが、学

校中の同好の集り

と左 D次第K現在

の水泳部の形態を

かたち造る K至っ

たのである。勿論

水泳部というもの

はあったらしいが、

部 Kは委員がいて

その人達が夏の水

泳の世話をするだ

けで部員のよう左

ものは左かったと

記憶している。 〈左〉寺中 〈右〉鈴木

旧制高校 7 



と込で我々は、来年よりインヲーハイ K出場しプー

ルもそれまで陀聞に合せ様という計画をたて、同時

K今年は夏の水泳K力を入れるととを先生とも御相

談申しあげ、賛成を得た O

先ず夏の海K於ける泳法その他K改善を加えると

ととし着々計画を進めた O

6月の初めから夏の水泳はどとで行うかと色々探し

たがい L場所がみつから左いので、今年も興津とい

うとと K し、宿の選定及行事計画左どをたてて募集

したととろ;応募者が非常 K多<100名を突破する

K至ったo

我々はとれK力を得て設備左どもよぐととのえるつ

もりで先発隊をつぐり、皆よlP2日前K東京を出発

するとと K した O 次で興津河童日誌を書<0 

7月15日 月曜真野、長与(俊)、長岡、加藤K、

僕の 5人が先発隊と左り、午前 8時23分両国駅を出

発11時29分上総興津K到着。初めての町在のでどと

K何を売っているのか見当もつか左い o 先づそのあ

た Pの変左庄で昼めしをたべーまづ賄の林の家K落

ちつき計画をたてる o 手分けをして町K買物Kゆ<0 

まづ竹を買って来て小さく切り麻縄をとをしてコー

スロープを夜長そぐまでか Lって作った O

7月16日 火曜晴水泳Kは好適在日向である O

炎天K身体をさらし在がらターニング台脚立を搬ぶ。

僅か 5人であの重い奴を海岸まで運ぶ。肩は痛いし

日はかんかん照るし大変とまった O さて海K出した

ととろが造り方がうま〈左いとみえてすぐひっ〈り

かえる O しかたが左いので石を搬んだり、俵K土を

入れたりして卦もしを造り、それK結びつけた O か

ぐしてどうやら準備が出来たので夜は宿の割あてを

する o

7月17日 水曜 朝 5時K起きて海岸Kテントを張

り、我々の時と同時刻Kつ〈一同を迎へK行〈。一
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行は高松先生、森先生、小野先生、畠山先生、野沢

先生を初め高等科 2年から尋常科 1年迄、約百余名

それを昨日の割あてK従い分宿させる。我々幹部は

米屋の離れK頑張る o

午後 2時よれ進級試験(新しくつくった遊泳教授要

録参照)を行う。 4時のなやつはあづきだった。夜

は野沢、真野、僕でコーチャ一会議を聞き進級を決

める o

7月18日 木曜 波は少しあるが天気は良い方、 9

時30分よ P水泳練習をする。昨日進級試験を受け左

い者の試験をして正午進級発表を左し、級別の帽子

を〈ばる O 進級者仮 2級 2名、仮 3級 9名、仮 4級

37名、 5級28名、級外 8名o

7月20日 土曜 午前中進級試験及び水泳練習を在

す。午後雨のため水泳練習を休むo 一同宿でトラン

プ、読書を左すo 在か陀は角力左どをとる元気もの

も居た。夜先生方は森邸へ行かれる o

7月21日 日曜 午前波の左いのを幸いー哩の遠泳

を行う o 一同 2列陀左り元気よ〈泳く・。所要時間45

分成功者42名落伍者11名o

午後水泳練習を一時間で終り、午後 2時30分.t!J森

氏工場の人達と野球の試合を左し勝って成城健児の

名を掲げる o 夜明日の水泳大会の準備をする o

7月n日 月曜晴水温 28'c波穏やかK して

水温かな、絶好の大会日より、午前中水泳練習を左

し午后よりいよいよ待望の遊泳大会を開催する。

召集係小野先生

出発合図員 野沢先生、鈴木、真野

審判員 森先生、野沢(弟)、畠山先生、長与、

長岡

記録員尾形、落合

海中Kターニング台を置き距離を25米Kする。種

々競泳をや P、最后K西瓜取りや桃とりを左し盛会

裡K大会を終る o 夜は前期の人達のためK別れの茶

話会を開き気炎をあげる o

7月25日 午前中軽い練習を左し、午後興津海岸よ

り守谷海岸までの三哩遠泳を在すo 沖で三角波K会

うも皆元気よく泳ぎきる。所要時間 1時間45分成功

者28名、落伍者 1名、海岸でココアをのむ、うまい

とととの上左し。夜は興津の海水聞き左ので興津の

町へ乗り込み福引角力左どをみる。

7月初日 晴 午前中進級試験をする。午後は野津

コーテの発案K より、市立水泳場までクロールで詠



ぐ0 ・市立の連中乙れをみて驚いていた。

7月28日 午前中脚立ターニング運搬を左しその後

帰京の準備をさす。午後泳ぎたい者だけ泳いで一行

は 4時の汽車で帰京。野沢先生、真野、長与、長岡

と僕の 5人は終仕末のため残る o 斯くの如くして興

津の水泳も非常K盛会裡の内K無事K終了した O 興

津の海の水温は前半K於てつめたく波も少しあった

が後半K於ては非常K水温も高〈、波も静かで水泳

練習Kは好都合であ占た O 本年度の水泳合宿からし

て色々教えられる点が多かった。先づ指導上からも

文衛生上の見地からしても我々寄宿舎の如きものが

どうしても必要であるという点が今迄より一層強〈

頭Kきざまれた O 又賄も学校からつれて行〈方が良

いとか、水泳期間を考えるとか、細かい点K至つて

は数かぎりが左い O

9月K入り新学期が始まるや、夏海で得た水泳の

友達と共にある時は豊島園K、ある時は落合プール

へと詠ぎK行った。 9月K入ってからの日記を引っ

ばり出してみると、

9月11日 木曜 雨の中豊島園陀泳ぎK行〈、丁度

インターカレッヂ前左ので慶応、法大、北大が盛ん

K泳いでいた。

9月16日 火曜落合プールK泳ぎK行<0 室内プ

ーノレ在のであがってからが暖か 〈気持がよかったo

斯くの如くして同好の友が次第に集い水泳部を形

づくる基礎が出来上り、来年度から全国高校水上競

技大会Kも出場可能の如〈思われる K至った。勿論

初志を貫徹させる Kは今迄以上K聴の道を歩まねば

左ら左かった。其の当時の我々は、 それを覚悟して

いたしそれを貫徹した時の喜びを思いうかべ努力し

た。とと K一寸卦ととわりして置きたいととはとの

発達史を書いている内K記録K於て興津遠泳成功者

とか進級者名が左い。とれはかつて自分が昭和 3年

から昭和 5年迄の水泳部史を書いたととがあったが、

回覧中紛失し、細かい記録を失ったからである o だ

からとんどの部史は手許K残ったものと記憶Kよる

ものであるととをな含み願いたい。次K今回制定し

た遊泳教授要録を書きとめたo とんどの参考忙在れ

ば幸いである o

漉滋教授要録
1 )一意実力の養成を旨とし各派より専ら実用的泳

法を抜き、之を必須科目とし其他の諸泳法は随時

之を授け以て必須遊泳法の円熟を期す。

2) 遠泳、ウオータポロ、其の他の遊戯は遊泳の興

味を振起しかっ胆力修養の助けと左り練水の効あ

るを以て力めて之を行う。

3) 一級以上の者を研究生とし広〈遊泳術及教授法

の研究に任じ、以て各派を統一し日本K於ける完

全在る遊泳法を作ると共K完全在る教授法を定め

んことを期す。

級別 級外(赤帽) 五級(白帽赤線二本) 四級

旧制高校 9 



(白帽赤線一本) 三級(白帽) 二級(白帽黒

線一本) 一級(白帽黒線二本)

滋泳教目

級外一全く浮くとと能ざる者級外生とし身体を水

K浮ばしむるととを学ばしむo 面かぶり、犬瀞

五級扇平瀞蛙平泳扇横瀞(一重伸略体)

四級 扇横瀞一段(一重伸) 同二段(二重伸)

早抜手小技手クロール初歩立詠潜水直

跳平跳

三級扇横瀞一段 同二段 片抜手扇横詠一段(

片抜手一重伸) 片抜手扇横瀞二段(片抜手二重

伸) 扇平瀞一段(平伸) 諸手横泳 早抜手

小技手 クロールプレスト 立泳潜水平跳

逆跳

二級 互技手(大抜手) 手繰横瀞 片抜手横瀞

クロールパック プレスト 逆跳と跳立泳

潜水

一級 諸流瀞法

潜水及遠泳

ゐぞ 級外
潜水 O 

遠泳 O 

滋泳区域

五級

O 

五町

四級 三級 二級 一級

三間 五間 七間 十間

二哩 三哩 五哩 七哩

赤線以内Kて各級指定の場所内 Kて瀞泳するもの

とす。

進級 コーチ、助手協議の上随時とれを行う o 進級

標準は其の級K定められたる瀞法の修了と潜水、

遠泳と Kよる。

|基本的泳法慨説|

犬滋

第一 両手Kて水面上K横たへる竿を握り腕を延

して体を水K浮し、左右の脚をかわるがわる屈し

て足の甲及腔を以て水を打つ之を敵足と云う o

第二 充分K吸気を左し顔を水K浸して蔽足を左

し同時K両手を以て替る替る水を掻<0 

第三 第二K於て体が充分K水K浮<vc至れば徐

々K顔をあげ額より目、鼻と l順次K表はさんとと

を試むべし、斯の如ぐする時は遂K口を開きて自

由K呼吸し得る K至るべし之を犬携と云う。
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扇横瀧

足の運動 直立せる棒を両手K握り体を横Kし、足

を揃へて十分K伸し水面近〈体を支持すべし、先

づ第一陀膝を屈しつつ前後K開き、両駈端を成る

べ〈遠くより合するつも.!J~て水を挟み上K 左り

たる足の裏と下の足の甲とを合すべし之を扇足と

云う。

手の運動及全運動 水を枕Kして横臥の体形を採り、

左右の手は肱を張るとと左〈指をつけ掌を下Kし

て、右肩の前方K並べ、足を扇ると同時K左手を

以て充分水を後方K掻きて、左内腿K収むると同

時K右手を進路の方向K真直K伸すべし。伸び終

らんとする K及んで、徐々足を屈すると同時K左

手は体K近〈右手は掌を以て少し〈水を下方K圧

しつつ右肩前K並ぶべしo

扇平滋

足の運動 前瀞泳法と異在るととろ左し。極めて柔

K動かし体の上下せざるととを要すo

手の運動及全運動 此の瀞法は体を平Kし、頭を前

方K向け腰を少しく右下K捻り両手は胸前適宜の

位置K並べ足を扇ると共K静かK前方K伸し、足

を屈すると共K各掌Kて水を少しく圧する気味K

て左右K半円形を書きつつ胸前K持ち来P次の運

動K移るべし。故K手は只体を浮ばしむる助を在

すのみKして、単K足の力Kより前進するもの左

り。

扇横瀞一段

扇横瀞の先方K出せる右手を伸の止まざる間 K直

K右外腿K扇り収むるもの左り。

扇横滋二段

扇横瀞を行ひ受手を左内腿K収めずして外腿K置

き、再び扇足を行ひ伸未定、終らざる中K先手を右

外腿K扇り収むるものとすo

片簸手扇横滋一段

扇横溝の左手を右外腿の上K掻き抜き、直ち K右

耳下の所K持ち来り先手を右外腿K扇りつぐるも

の左 P。
立涼

体を直立せしめ股は左右K聞き膝を曲げ足先の力

をぬき、足椋を以てやや後方K水を互K踏み下踏

み下したる足は力を披き水の抵抗少き様K高位K

復すべし。



着水法

第一 両手Kて水を上後方K掻き片足(片蹴潜)

叉は両足(蹴潜)を以て水底を蹴りつつ水中を進

行するものとするもの左り o

第二 平携の形Kて顔を水底K向け足を扇ると同

時K両手Kて頭の前方より両側K水を後方K掻く

べし、手を再び頭K持ち来る間 K小走る敵足を数

回行い然らざれば体水面K浮ぶととあるべしo

跳込法

「送跳」 両jij上端を以て充分K飛台を蹴ると同時

K 、両手を伸して頭を挟み之を下にし水K跳び入

るo

「直跳」 左手を股聞に置き右手は真直K垂らし

て外腿Kつけ直立の姿勢Kて水K入る o

「平跳」 足を屈して前後K開き体を水面と 45度

位Kして両手を揃へて前下方K出すか左右K拡げ

掌を以て水を打ち低所より跳ぶK用いられ水中K

没せざるを特色とす。

滋泳時間

午前 自九時至十一時 午后 自二時至四時

滋泳場厳守事項

1 )規定時間外は個人Kて絶対K泳がぬ事。

2) 正規の帽子をつけずして練習するととを得ず。

3) 瀞詠区域を犯すべからず。

4) 瀞詠時間中無断Kて瀞泳場を出るべからずo

5) 瀞泳場Kありでは必ず指導者の指揮K従うよ

し。

創設時代(昭和5年)
昭和 3年 4年と水泳同好者が増加し、水泳部が設

立するととが出来る様K在った。昭和 5年僕が 3年

陀在ると同時K水泳部員を集め部の確立と念願のプ

ーノレ完成夏期学校宿舎の完成K努力する。と同時K

今年より全国高等学校水上競技大会K出場すべ〈規

則正しい練習をするとととした O 当時の水泳部のメ

ンバーをしるすと

水泳部長 高松三二先生

水泳部委員兼マネヂャー 鈴木忠夫

主将三橋達郎

部員 鈴木忠夫、真野国夫、三橋達郎、白井誠、

長与俊一、河野貞二、中村徹雄、佐久間泰

三、深水正朝、白山道成

であったo 当時プーノレが左かったので帝大プーノレと

か、他のプーノレK通い練習を行った。

興津夏期水泳学校

新しく特筆大書されるととは我々の念願がか左い

興津守谷K三軒の合宿所が出来た(後K浩然荘と名

づけられた)。皆がーク所K集って、安全K連絡の

よい楽しい生活が出来る様K左った。との時の記録

は前陀述べたとなり皆無であるが、 7月15日からm
日まで行われ、コーチは野沢先生と僕であった。付

き添いの先生は盛岡直先生、森先生、小野先生であっ

た O 僕は全国高等学校水上競技大会当日の26日は早

朝興津を出発して一行K参加したととを金ぼえてい

る。

第 3回全国高等学校水上競技大会東部予選

(於神宮プール)

部員ははじめて合宿し、はじめての競技大会であ

ったo

第 1日 7月初日

(2) 400米 free予選 A組K河野貞二 6'59" 

B組真野国夫

C組佐久間泰三 6'39" 

予選Kて 3人共落ちる。

(3) 100米 free予選 A組三橋達郎 3着 1'11"

B組長輿俊一 1'19"6 

C組白井誠 3着 1'13"

三橋・白井予選通過。

(4) 200米 breast予選

C組 中村徹雄 3'47" (落選)

旧制高校 11 



(5) 200米 free予選

A組 佐久間泰三 3'04"2 落選 )

B組 三橋達郎 2着 2'47"8 (入選 )

C組白井誠 2着 2'46" 入選 )

(6) 100米 back予選

A組 長与俊一 (落選)

(7) 800米 free予選

B組河野貞二 5着 14'31" 落選 )

(8) 300米 メドレー

成城(三橋 ・中村・白井)omi tとと在るO

第 2日 7月27日

(1) 200米リ レー決勝

成城(白井・三橋・長与 ・佐久間) 4着

2'4"8 

(2) 100米 free決勝

三橋達郎、白井誠 4着 1'10"0 

(5) 200米 free決勝

白井 誠 3着 2'43" 4 

三橋達郎 6着

(8) 800米リレー決勝

成城(真野・白井・三橋・佐久間) 5着

10'59" 8 

以上のよう左結果K終った。

との様K思い出多いインターハイも興津

の合宿も無事終了し、ホットして一日学校のプール

進行状態を見Kでかけた。その頃、プーノレは大部完

成K近づきコースラインのタイル敷きの最中だったo

プールの上から中を覗き込むとコースロープの真下

陀コースラインが作られつつある o 驚いて高松部長

のととろへ注進すると、「そん左はずは左い」と悠

然たる態度。無理Kプーノレ陀なつれし実地証明したo

「とれは大変 Jと云うわけで監督を呼んでやり直し

を命じたo その時監督さんいわ <rランニングは線
と線の聞を走るからとれでい込んだと思いました Jo

とん左訳でもう一白骨ぐれて僕がプーノレへ行って

いたら、成城Kは世界無比の珍プーノレが出現してい

た事だろう o しばらくして無事プールが完成し、 9

月13日プーノレ聞きをすると云うのでその前日部員は

大童K在って準備している最中K暴風雨K在ってし

まった。それでも互K励ましあって、雨の中を樟一

つで、小学校から椅子を搬ぶやらして終ったのが夜

の 8時頃o 前の小川はあふれて膝位まで水がある o

しかた左〈樟一つで頭K着物をのせて、昔の大井川

12 

前列左側より 白井誠、真野、佐久間、三橋

後列左側より 森先生、鈴木忠夫、中村、長与、河

野、高松先生、 S5年 帝大とポロの試合

の川渡りを実地Kやって、駅前のそばやへ走り込ん

だのを記憶している。

9月13日 プーノレ開き o 第一回校内大会O 昨日の暴

風雨も去り素晴らしい日本晴れ o 青々と水のみたさ

れた新設プーノレK白線のコースロープがあざやかK

浮き出ている。小原先生の挨拶の後、水泳部万才を

さけばれたo 万感胸をうつものがあった O 四方拝の

ためプールの一隅K立った時は何んともいえ左い気

持だった。四方拝を終って水から上った真野、長与、

白井K僕の 4人は相互K手をとり喜び励し合った O

その后日本泳法を披露し、そのあと校内大会Kうつ

り競技が行われた o

9月26日 帝大と水球の試合をし、 3 1 VCて成城

が勝つo 後半、白井、佐久間足がつり、あがったが

よく戦った。

昭和 5年の行事は以上で終っている。

昭和 6年
昭和 6年 1月28日水泳部としてはじめての送別会



が行われたo 本年度の陣容は、

水泳部長 高松三二先生

監督コーチ 鈴木忠夫、真野国夫

マネヂャー 杉浦紀雄

主将 白井誠

部員 白井誠、長与俊一、河野貞二、深水正朝、

長与謙二、中村徹雄、佐久間泰三、白山道

成、姉歯二郎、鈴木勝太郎、内丸正三、寺

中廉

今年からは学校Kプールが出来たので毎日スクジ

ュールをきめて練習をし、定間隔K部員でプーノレ掃

除をしたo プール掃除といえば、今考えても仲々の

難苦行であった o 水泳部員高等科も尋常科も総出で、

樟一つで集り水を抜き底Kたまった泥水をぐみ出し、

プールを柄っきたわしでとする O 水をはりカノレキで

消毒したo 皆元気K一生懸命やってくれたととがB

K浮ぶ。

成城高校尋常科対東京高校理常科競技大会〈於成城

プール)6/30 

150米メドレーリレー決勝

2着 成城(大西・河野・中西 2'1"9 

200米自由型決勝

1着大西真博 3'6"1、 3着河野貞三 3'12"3、

5着岡見如雪

100米平泳決勝

4着河野貞三、 5着斉

藤裕、 6着伊藤泰三

50米自由型決勝

3着中西敏雄 35句、 4着

中村俊平、 5着 吉沢利正

100米自由型決勝

1着太西真博 l'22"4、

3着河野貞三 1'25"2、

5着 中西敏雄

200米リレー決勝

2着成城 l'27"3 

7月 9日より全国高等学校

水上競技大会K出場するため

K合宿K入る o 田上宅が12日

迄都合が悪いため平井宅Kと

りあえず合宿する o 合宿の記

録は略すが前半天候悪〈水温

冷たく困難をきわめた。 21日

主将会議で組合せが決る。

7月25日 第 4回全国高等学校水上競技大会東部予

選〈於神宮プール〉

400米自由型予選

A組K河野貞二 B組深水正朝 C組笠原泰三が出場し

たが、河野 4着、深水 5着、笠原 6着で落選。

100米自由型予選

A組K長与俊一 C組鈴木勝太郎が出場。長与は 5着

で落選、鈴木も 1'16"で措〈も落選。

200米胸詠予選

A組K中村徹雄、 B組白山道成、 C組姉歯仁郎が出

場し、中村は 1着で 3'33"4、白山は 3着で 3'19"0

で入選し姉歯は落選したo

200米自由型予選

A組K白井誠、 B組K長与俊一、 C組寺中廉が出場

し、白井は 1着 2'36"8で入選し他は落選す。

100米背泳予選

A組K内丸正三、 B組鈴木勝太郎、 C組臼井誠が出

場し、鈴木は 1着 1'24"2、白井も 1着 1'24"2で入

選。内丸は落選すo

800米自由型予選

A組河野貞三、 B組深水正朝、 C組笠原泰三出場す

るも措し〈も落選する。

300米メドレーリレー決勝

1着八高 4'3"6、 2着静高 4'3"8、 3着成

城(白井・白山・長与)4' 11"0 

興津守谷海岸風景

旧制高校 13 



7月初日〈第 2日〉

200米リレー決勝

1着八高 l'57件、 2着ー高 1'59"8、 3着

成城(白井・長輿・河野・鈴木}2'5"4 

200米胸泳決勝

中村徹雄、白山道成が出場したが中村は 5着 3'33"0

であ P、白山はオミットされた。

200米自由型決勝

1着小出(八高)2'29"0、 2着白井(成城)

2'33"8、 3着守井(八高)2'36"8 

100米背泳決勝

1着松岡(八高}1'22件、 2着山田(八高)

1'25"2、 3着白井(成城}1'26句、 5着鈴

木(勝) (成城)1'28"4 

800米リレー決勝

1着八高 10'32"8、 2着ー高 11'18"0、 3着

静高 11'37"0、 4着 成城(白井・長与・河野・笠原)

11' 40"0 

興章夏期水泳学校 7月16日--30日

7月15日 雨 午前 8時23分両国発Kて大西、芝辻、

上野K僕の 4人先発隊で出発、午前11時29分興津着。

雨左れど準備をととのえる。夕方森先生より電報あ

り、出発を 188K延期する o 寒いとと金びた Yしい O

7月18日 正午頃一行興津K到着o 本年度コーチ・

鈴木忠夫、引率者・銅直先生、森先生、田中先生、

小野先生。午后は軽〈水K入れる。

7月19日 進級試験を行う o 正午発表 2級は大西と

中西の 2人、 3級 6人、 4級22人、 5級 6人、級外

4人だった。午后からスクジューノレK従い練習。

7月初日 3哩の遠泳を興津よ P守谷海岸まで行う

波静かで詠ぎよし o

7月29日 午前中寒いが進級試験をする。午后は海

中大会を聞き、夜は茶話会花火をあげる o

7月初日 午前中水泳練習、午后 4時で帰京。

宿舎規定

6時30分 起床

7時 朝食

9時.......-1 1時 水泳練習

1 2時 昼食

2時.......-4時 水泳練習

4時 をやっ

6時 夕食

14 

9時30分 就寝

9月11日・ 12日 第 2回校内水上競技大会

成城高校水泳部主催で第 2回校内水上競技大会を

開<0 会長高松先生、副会長森先生、内田先生、審

判長鈴木忠夫、水泳部員が役員を受持って盛大K行

われた。

第10回全国学生水上競技大会

第 1日(9月18日〉

400米自由型予選

B組深水正朝、 C組河野貞二、 D組笠原泰三が出場

し河野は 3着 6'凶作、笠原も 3着 6'36"で入選した

が準決勝で落ちる o

100米自由型予選

B組 K渡辺博、 D組 K長与俊ーが出場し落選すo

100米平泳予選

A組 K中村徹雄、 D組白山道成が出場し白山が 3着

1'32"で入選せるも準決勝で落ちる。

50米背泳予選

B組K鈴木勝太郎 1着 36"6で入選す。

800米自由型予選

A組深水正朝、 C組笠原泰三出場するも何れも 4着

で落選すo

50米自由型予選

A組利光一久、 C組渡辺博、 D組長与謙二出場する O

利光 3着と左 P入選すo

200米自由型予選

D組 K河野貞二出場し 3着 2'49"8で入選せるも

第 2日{7月19日〉 準決勝で落ちる o

200米リレー予選

成城は 3着 2'2"6で入選決勝K進むo

200米平泳予選

A組姉歯仁郎、 B組中村徹雄、 C組白山道成が出場

せるも措しくも落選す。

100米背泳予選

A組鈴木勝太郎出場し、 1着 1'26"4で入選する o

第 3日(7月20日〉

50米背泳決勝

1着松下(商大)35"6、 2着鈴木(成城)

36"8、 3着山口(国大}37"2 

100米背泳決勝

1着松下(商大}1'20"0、 2着鈴木(成城)

1'22"6、 3着山口(国大)1'24"0 



200米リレー決勝

成城高校は 6着と在る o

昭和 7年
水泳部の陣容 部長高松三二先生

監督コーチ 長与俊一 マネジャー長輿謙二

主将笠原泰三

部員 笠原泰三、深水正朝、長輿謙二、中村徹雄、

白山道成、姉歯仁郎、鈴木勝太郎、内丸正

三、寺中廉、河野貞三、河村秀利、波多野

雄二郎、森清、酒巻敏雄(中西)

7月K第 5回全国高等学校水上競技大会東部予選

が行われたのであるが記録が左いo

を休む。

7月22日 午前進級試験をするo 午后は水泳大会を

行う。夜は進級発表。賞品授与。遠泳成功者K賞品

を与える。

7月23日 午前午后自由練習o 午前11時29分後班来

り前班は午后 4時12分でかえる。

7月25日・ 26日 水泳練習、水温もよ〈絶好のコン

ディションである o

7月27日 午前水泳練習。午后進級試験をする。

7月29日 午前ターニング台脚立を寄宿舎内へはと

び帰京の準備をする o 仮 2級山口宗樹、前田光輝、

鈴木二郎の三人であった。

第 3回水上運動会 9月16日・ 17日

興津夏期水泳学校が 7月15日-29日興津守谷海岸

で実施された。コーチ・鈴木忠夫、助手・寺中廉、

中西敏夫、大西真博、引率先生・森先生、内田先生、

小野先生、楠先生、 -小山先生、清水先生。

7月17日 雨天のためデンマーク体操、インドアポ

ーノレを為すo 午后は進級試験をする o

7月初日 午后遠泳を在す入水 3時16分脱水 3時34

分、遠泳はじめる頃より風もまぎ波は高かったがぐ

ずれず 3人程落伍の外全員泳く¥あがって〈ず湯を

のみ温まる o

7月21日 朝 9時頃波高〈風強〈遠泳K不適当かと

思われたが 9時半頃より風も左いだので 3哩遠泳を

行う。途中三角波K会い落伍者多し午后は水泳練習

水泳学校恒例のインドアボール

本年も例年通 P本校プールで 2日間K亘って水上

運動会が催された。会長は小原先生o 副会長小出先

生。高松先生、僕も呼ばれて審判長を命ぜられ水泳

部の部員が役員を手分けしたo

水上競技の他水球の校内大会模範試合。梨取り左ど

がとり行なわれ楽しい 2日間であったo

第 11回全国学生水上競技大会

9月23日・ 24日・ 25日

第 1日

400米自由型予選

D組笠原泰三が出場予定が棄権している o

100米自由型予選

A組森清、 B組河村秀利、 D組長輿謙二出場予定が
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夫れも棄権しているo

100米平泳予選

B組中村徹雄、 C組河野貞三が出場しているが落選

しているo

50米背泳予選

B組深水正朝、 C組鈴木勝太郎、 D組内丸正三が出

場深水は 3着 39件、鈴木は 3着 37"6で入選し内丸

は棄権している。

8-00米自由型予選

B組K笠原泰三が出場予定が棄権している。

50米自由型予選

B組K波多野雄二郎、 C組K寺中廉、 D組長輿謙二、

E組K河村秀利が出場K在っているが寺中と河村は

落選し波多野と長輿は棄権している。

200米自由型予選

A組森清、 D組笠原泰三が出場予定K左つてなり森

は落選し笠原は棄権している o

第 2日

200米リレー予選、 200米平泳予選は棄権している

様K思われる O

100米背泳予選

A組内丸正三、 B組深水正朝、 C組鈴木勝太郎が出

場し鈴木は 2着 l'24"2で入選し深水は落選、内丸は

棄権している O

50米背泳準決勝

B組K鈴木勝太郎、深水正朝が出場しているがいづ

れも落選しているo

100米背泳準決勝

B組K鈴木勝太郎が出場しているが措し〈もやぶれ

ているo

以上のよう K誰一人決勝K残れず、叉棄権が多いの

は何か理由があったので左いかと思う。

昭和 8年
今年度の陣容

監督コーチ 中村徹雄

マネヂャー 寺中廉、館野栄一

主将鈴木勝太郎

部員 鈴木勝太郎、姉歯仁郎、内丸正三、寺中廉、

河野貞三、河村秀利、波多野雄二郎、森清、

酒巻敏雄、長与三郎、吉沢正利

今年も 7月第 6回全国高等学校水上競技大会東部

予選が行われたが記録が左い。との年よ P、全国高
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等学校のポロの大会

が開始され、成城は

一高と共K関東代表

と左り全国大会出場

決勝で一高K敗れた

7月16日........，29日迄興

津守谷K於て興津夏

期水泳学校が行われ

たo

コーチ・鈴木忠夫

河野貞二、助手・酒 手前が鈴木勝太郎

巻敏雄、古家義男、引率者・小野先生、内田先生、

圏井先生、斎藤先生

7月16日 午前 8時20分両国発で酒巻、古家と共K

先発隊として出発o 興津K着き備品の整理、各方面

との仕事の打合せo 海岸のよしず張 b、障子張り、

部屋の掃除を在す。

7月17日 午前中樽を浮かしたり、帽子の手入れを

在す。正午頃内田、小野、圏井先生K引率され一行

38名来る。午后進級試験を在す。夜卦そくまで元気

でさわいでいる内 Kぐたびれ静かK在るととだろう。

7月・18日 午前進級発表。 3級は深水正保、高井俊

篤、仮 3級鈴木二郎、神田己季男、 4級 3名、 5級

1名、仮 5級13名、級外 9名であった。

午前午后水泳練習、今年の一年は素質が悪いo

7月20日 午后進級試験を行う o 夜防空演習のため

消燈をする。との時こわい話をする。

7月21日 午前 1哩の遠泳を行う波少しあったが皆

よ〈泳ぐ、落伍者 4名o

午后昨日成績不良在るもの再び進級試験を行う。仮

1級那須明、 2級山口宗樹、鈴木二郎、永野錠二、

3級神田己季男、鈴木三郎、仮 3級粕川乙彦、 4級

2名、仮 4級10名、 5級 4名、仮 5級 9名であったo

7月26日 午前中雨で寒いため、水泳を中止し、イ

ンドアポーノレをする O 午后鈴木三郎の進級試験をす

る。

7月29日 今日は最後の日である。午前練習し午后

片づけをして午后 4時12分で帰京する。

全日本水上競技関東予選水球K出場しているが記

録が左いo

9月 9日・ 10日

第 1回関東 7年制高校水上競技大会

(於 東京高校プーノレ)



7年制高校の内成城・東京・府立・武蔵の 4校で 2着 柴田正和(成城) 3' 21"8 

第 1回水上競技大会が東京高校プーノレで実施された。 3着 高木四郎(府立) 3' 2!;)" 4 

300米メドレーリレー決勝 4着 伊藤泰二(成城)

尋常科 高等科

1着 東京 4' 11"6 1着 佐藤光之助(府立) 3' 10"2 

2着 武蔵 4' 24" 0 2着 秋山新一(東京) 3' 17" 6 

3着 成城(那須・柴田・竹尾) 4' 28" 0 3着 太地典常(東京) 3' 17" 6 

高等科 200米自由型決勝

1着 成城(鈴木(勝)・河野・森) 4' 10" 6 尋常科

2着 武蔵 4' 17"6 1着 鈴木二郎(成城) 2' 53" 2 

3着 東京 4' 23" 8 2着 川田 稔(武蔵) 2' 55" 8 

200米リレー決勝 3着 高橋俊夫(東京) 2' 59"6 

尋常科 高等科

1着 成城(那須・柴田・清水・竹尾) 2' 13"6 1着 佐々木 岐(武蔵) 2' 44" 0 

2着 東京 2' 16" 6 2着 森 清(成城) 2' 45" 0 

3着 武蔵 2' 18" 8 3着 田中 実(東京) 2' 53" 0 

高等科 6着 波多野雄二郎(成城)

1着 成城(鈴木・波多野・河村・森) 2'3" 4 100米背泳決勝

2着 東京 2' 7" 4 尋常科

3着 府立 2'9" 4 1着 鈴木正士(東京) l' 24" 0 

400米自由型決勝 2着 湯原仁夫(武蔵) l' 33" 4 

尋常科 3着 吉野利夫(東京) l' 41" 8 

1着 鈴木二郎(成城) 6' 23" 6 高等科

2着 鈴木正士(東京) 6' 34"6 1着 鈴木勝太郎(成城) l' 23" 0 

3着 高橋俊夫(東京) 6' 37" 4 2着 岩松慎太郎(武蔵) l' 31"8 

高等科 3着 河村秀利(成城) l' 32"6 

1着 佐々木較(武蔵) 6' 3" 0 800米リレー決勝

2着 南川幸次郎(武蔵) 6' 21" 6 尋常科

3着 栗崎 達(東京 ) 6' 27" 4 1着 成城(竹尾・森・山口・鈴木) 12' 4"4 

100米 自由型決勝 2着 東京(高橋・鈴木・増野・鈴木) 12' 12" 0 

尋常科 3着 府立 12' 47" 4 

1着 竹尾快助(成城) l' 12" 0 高等科

2着 那須 明(成城) l' 15" 6 1着 東京(栗崎・大宰・平田・田中)

3着 高橋武弘(東京) l' 16" 4 2着 成城(鈴木・河村・波多野・森)

高等科 3着 府立(鷲山・衣野・岩田・横田)

1着 森 清(成城) l' 9" 6 尋常科は措しくも優勝をいつしたが高等科は優勝

2着 岩松慎太郎(武蔵) l' 12" 4 したo

3着 平田義温(東京) l' 12" 8 9月15日"-'17日

4着 波多野雄二郎(成城) 第12回全国学生水上競技大会

6着 河村秀利(成城) 第 1日

200米胸詠決勝 400米自由型予選A組K吉沢正利が出場したが落選

尋常科 したO

1着 秋山健二(東京) 3' 19" 8 100米自由型予選A組K森清が出場し入選したが準
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決勝で落選 している。

100米平泳予選KE組K河野貞三が出場しているが

落選 してい るO

50米背泳予選B組 K内丸正三、 C組 K鈴木勝太郎が

出場したが夫々落選した。

50米自由型予選A組K河村秀利、 B組 K森清、 F組

K波多野雄二郎が出場し森清は入選し、他は落選し

たo

200米自由型予選D組 K吉津正利が出場したが落選

したo

第 2日

200米リレー予選 A組K出場 したが 3位までK入れ

ず落選した o

200米平泳予選 E組 K河野貞三が出場 したが落選 し

たo

100米背泳予選 C組K鈴木勝太郎が出場 し入選せ !J0 

50米 自由型準決勝B組K森清出場 したが措 しくも 落

選せ りo 

100米背泳準決勝 K鈴木勝太郎出場せるも措し〈も

落選せり o 

800米リレー予選B組K出場せるも 4等迄K入ると

とが出来ず落選する。

今年は遂K決勝迄残れ左かった o

12月20日 水泳部忘年会K僕も出席、先生は高松先

生だけだった、今年もとれで終る。

昭和 9年
水泳部陣容

水泳部長 高松三二

監督コーチ 鈴木勝太郎

マネヂャー 館野栄一

主将森清

部員 河村秀利、館野栄一、波多野雄二郎、森清、

酒巻敏雄(中西)、長輿三郎、大西真博、

那須ー靖、中村俊平、守田譲二

7月中句第 7回全国高等学校水上競技大会東部予

選が行われたが記録が左いo

興津夏期水泳学校が 7月15日--28日興津守谷海岸に

於て開催された o

コーチ・鈴木忠夫、河野貞二、助手 ・大西真博、

山口宗樹、深水正朝、引率者・深瀬先生、楢崎先生、

高松先生、内田先生

7月15日 小雨午前 8時13分Kて山口、 深水、那
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須、両国を 出発、大原Kて鈴木 (忠 )、 河野 と合流

し先発隊と して興津へ向う o

小雨の中準備を とと のえる o

7月16日 雨 天候悪く寒 し、 正午頃小野、深瀬、

楢崎の諸先生をはじめ一行58名興津着、直ち K部屋

割りをきめる。午后雨のため水泳せず一行元気なび

ただしい O

7月17日 曇 午前中水温低きため各部屋別インド

アーポーノレをする、本部優勝O 午后進級試験をする o

7月18日 雨 雨がひど〈降っているため午前水泳

は中止、午前中進級会議。午后発表。雨のため午后

も練習を休む夕方から雨がやむo

7月19日 晴 久 し握り晴天、午前一重伸 ・二重伸

を4級K横詠・平泳を 5級K級外K面かぶりを教え

るO

午后 も水泳練習。深瀬先生帰京さ るo

7月20日 雨時々晴 海荒れて泳げず、午前中イン

ドアーの練習を する o 午后寄宿舎の前で一時間ばか

り水泳練習をする。 4級K早抜手浮身を教える o

7月21日 曇時々晴 午前中進級試験をする o 4級

K潜水立泳を教える。午后より遠泳を行う o 水冷た

く相当うね Pがあった。船Kあがった者 6名、成功

者36名であった。 2時半出発o 市中側K到着したの

が 3時26分であったo

7月22日 曇時々晴 午前水泳練習、午后遊泳大会

を開<0 そのあと進級発表をする o 樽廻りリレー、

仮 5級リレー宝探し、桃とりなどをする。午后12分

で楢崎先生他17名帰京 O 正午頃石井、出口、楠目、

永田、高松先生達来られた。

7月23日 晴 午前中 3級K片抜手一重伸・片按手

二重伸・手操伸・抜手伸を 4級K一重伸・二重伸を

説明する。午后も水泳練習。

7月24日 曇 午前中水泳練習。昨日 K引続いて教

え、午后各自 K泳がせて左なすo 夜試胆会をする。

内田先生、小野先生の怪談の後夫々指定のととろへ

自分の名札をもって行かせた。皆恐がっていた。終

り頃雨が降り出して来た。

7月初日 雨 朝から雨左ので水泳練習は取りやめ、

勉学の後、内田先生の学術講演があったo 午后雨が

やんだが、水温が低いので水泳はとりやめインドア

ポーノレの試合をする。本部優勝する。

7月初日 雨 午前中雨のため水泳練習を休む。午

后水泳練習をするも水冷たく練習困難を感じたo



7月27日 曇時々晴 午前中進級試験をする。終っ

て渡り島へ採集K出かける。午后 3哩遠泳を行う o

天候悪〈、波は高〈左いが三角波がたち、水温低い

ため足をつる者多(13名船Kあがり叉入水したもの

も多〈、全部泳いだのは12名であるo 出発時間 2時

27分、到着時間 4時13分であった O 遠泳到着の時銅

直先生が来られた。

夜は茶話会をする O

7月28日 曇后晴 天気久し振り Kよし。午前中構

廻リレーや西瓜取りをする o 午后自由練習とし午后

4時12分で帰京するo

第 2団関東 7年制高校水上競技大会

9月 8日・ 9日

今回は成城プールで開催されるとと K在ったので

審判長を訟なせっかった。

第 1日

300米メドレーリレー決勝

高等科

1着 武蔵(佐々木・安東・常松)

2着 府立(岸田・河原・横田)

3着 成城(河村・村上・波多野)

尋常科

1着 東京(鈴木・福山-増野)

2着 成城(山口・柴田・竹尾)

3着 武蔵(湯原・石黒・藤村)

4' 13" 2 

4' 14" 0 

4' 15" 8 

4' 15" 4 

4' 19"6 

4' 24" 2 

高等科

1着

2着

3着

尋常科

1着

2着

3着

第 2日

200米リレー決勝

高等科

1着 武蔵(常松・奥名・佐

々木・安東 2'4"8 

2着 東京(大寧・手島・栗

崎・高橋 2'5" 4 

3着 成城(那須・大野・河

村・波多野 2'8"2 

尋常科

1着 成城(松本・神田・柴

田・竹尾) 2' 9" 8 

2着東京(増野・佐々田・

高橋・鈴木 2'12" 6 

3着 武蔵(藤村・日下・石

黒・永井 2'14" 4 

400米自由型決勝

佐々木較(武) 6' 9" 0 

岸田正二(府) 6' 20"8 

中村俊平(成) 6' 35"2 

増野恒夫(東) 6' 16" 8 

山口宗樹(成) 6' 17" 0 

鈴木正士(東) 6'17" 8 

100米自由型決勝

高等科

1着 高橋武弘(東)

2着 常松之典(武)

3着 大宰正道(東)

4着 波多野雄二郎(成)

尋常科

1着 竹尾快助(成)

2着 伊丹康夫(府)

3着 藤村弘毅(武)

4着 神田己季男(成)

200米平泳決勝

高等科

1着秋山健二(東)

2着 安東宏喬(武)

3着河原ー(府)

尋常科

1着諸橋又蔵(東)

l' 13" 0 

l' 13" 2 

l' 14" 2 

l' 7" 8 

l' 14" 8 

l' 19" 6 

3' 14" 0 

3' 15" 0 

3' 16" 4 

3' 25" 2 
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2着塩谷晋(府 3'27"8 

3着高木四郎(府 3'29"4 

6着柴田正和(成)

200米自由型決勝

高等科

1着佐々木鮫 (武 2'44"6 

2着 中村俊平(成 2'57" 0 

3着栗崎達(東 2'57"2 

6着大西真博(成)

800米リレー決勝

高等科

1着 武蔵(佐々木・常松・)11本・安東 11'57" 6 

2着 府立(広部・横田・佐藤・岸田 12'15" 0 

3着 成城(中村・大西・波多野・大野 12'19" 0 

尋常科

1着 成城(山口・神田・森・竹尾 12'10" 2 

2着 東京(鈴木・古賀・高橋・増野 12'25"8 

3着 府立(石渡・岡田・玉川・伊丹 13'15" 4 

以上で終り銅直校長より高等科は武蔵高校、尋常科

は東京高校K優勝盃の授与があった。尚 7年制高校

のポロのリーグ戦は昨年Kつづいて成城が優勝せり o

9月13日 第 4回水上運動会が開催されたが詳しい

記録は左いO

9月14日'"'-'16日 第13回全国学生水上競技大会 2 

部加盟校として出場せるも決勝K残れるもの左〈涙

をのむo

昭和 10年
水泳部陣容

水泳部長 高松三二先生

主将大西真博

部員高等科

大西真博、中村俊平、守田譲二、村上静雄、

那須一瀬、那須明、山口宗樹、神田己季男、

深水正保、柴田正和、伊藤泰二、入部辰市、

泉康l願、竹村貞雄

尋常科

竹尾快助、森美秀、小沢清助、田島復、栗

原信治、賀川純基、君塚英男、丹沢章浩、

伊藤己之吉、吉本健夫、折居延高、宇津木

忠夫、大塚清二、下河辺誠、山口八郎

5月29日'"'-'6月 4日 第10回全国学生水球リーグ。

成城高校は第 2部として出場せり o

20 

5月29日 一高 9{; 二~ } 0成城
成城のメンバー LF中村俊平、 CF村上静雄、 RF

大野健二、 HB大西真博、 LB.守田譲二、 RB山口

宗樹、 GK平岡邦允であった O

5月30日 東京 5{ !二~} 4成城
LF守田譲二、 CF大野健二、 RF中村俊平、 HB

大西真博、 LB入部辰市、 RB山口宗樹、 GK平岡

邦允 0

6月1日 法大 5{; 二~ } 1成城
LF守田、 CF大野、 RF山口、 HB大西、 LB中

村、 RB村上、 GK平岡 0

6月 2日 拓大 5L; 二~ } 1成城
メンバーは法大の時と同じ。

6月4日 成城 3{; 二~ } 1中大
LF守田、 CF山口、 RF大野、 HB大西、 LB中

村、 RB深水、 GK平岡。との結果 1位一高、 2位

法大、 3位拓大、 4位東高、 5位成城、 6位中央の

順位と左った。

7月25日'"'-'27日

第 8回全国高等学校水上競技東部予選大会

第 2日 成城は決勝vc200米リレー、 800米リレー
と山口宗樹が 800米自由型決勝K出場したが入賞出

来左かったo

第 3日 水球の試合が行われ成城高校は北大予科と

戦った。

7月16日'"'-'25日

興津夏季水泳学校

附添先生 小宮、小薗、林、小野、仲原の諸先生

コーチ 鈴木忠夫、河野貞二助手 寺中、中西

7月15日 先発隊として河野、寺中、中西、深水と

興津K出発する O 波高〈風強いが準備を終える。

7月16日 正午頃一行50名興津K到着。今日は小雨

が降り、非常K寒いので、進級試験はとりやめる o

7月19日 午前インドアポールをする本部優勝する。

午后樽廻りをする O そのあと水泳練習をする o 夜は

試魂会を行う o から元気にかんしゃく玉をパチノミチ言

わせてゆく者もいて仲々面白かったo

7月20日 午前中寒いが水泳練習をする o 午后 1哩

遠泳をする o 2時20分出発し 3時25分Kあがる o 33 

名中11名船Kあがったが、もう少しで完泳出来たの

Kと思う者 5名いた。

7月22日 午前中鯛の浦へゆ<0 小宮先生来られるc

午前11時より水泳練習をする o 午后も水泳練習をす



9月 7日・ 8日

第 3回関東 7年制高校水上競技大会

(於 府立高校プーノレ)

300米メドレーリレー決勝

尋常科

1着 府立(石渡・高木・天野)

2着 成城(竹尾・守田・森)

3着 東京(白土・諸橋・増野)

高等科

1着 府立(鈴木・秋山・渡辺)

2着 東京(福島・川原・伊丹)

3着 成城(大西・那須・中村)

200米リレー決勝

尋常科

1着 府立(天野・伊藤・川田)

4' 10"6 

4' 14" 4 

4' 16" 8 

3' 57"6 

4' 11" 4 

4' 12" 4 

2' 10"8 

2着 東京(増野・狭山・佐々田・秋山 2'13" 8 

3着 成城(大場・山口・守田・森 2'18"8 

高等科

1着 東京(渡辺・鈴木・高橋・高橋 2' 4"4 

2着 府立(小坂・丹沢-桜田・伊丹 2' 7"6 

3着 成城(松本・那須・神田・中村 2'10"3 

400米自由型決勝

尋常科

1着増野恒夫(東 5'37"4 

2着米本礼太郎(府 6' 1"4 

3着 古賀郁之介(東 6'2"2 

6着森美秀(成)

高等科

1着鈴木正士(東)

2着横田正五(府)

3着伊丹康夫(府)

5着 山口宗樹(成)

7着大西真博(成)

100米自由型決勝

尋常科

1着竹尾快助(成)

2着藤村弘毅(武)

高等科

1着渡辺藤男(東)

2着 中村俊平(成)

3着高橋俊雄(東)

6着 神田己季男(成)

200米平泳決勝

尋常科

1着諸橋叉三(東)

2着 山田淳二(武)

3着高木四郎(府)

高等科

1着河原ー(府)

2着秋山健二(東)

3着塩谷晋(府)

200米自由型決勝

る。

7月23日 午前中

進級試験を行う O

山口八郎仮 1級と

左る O 午后 3哩遠

泳を興津海岸より

守谷海岸まで行う。

22名の内 5名落伍

他は全員詠ぎきる。

所要時間 2時間 2

分であったo

7月24日 午后遊

泳大会を行う。競

泳や宝さがし、桃

とり左ど楽し〈す

どし、夜は茶話会

でしめ〈ぐる o

5' 45"6 

6' 0" 0 

6' 6"8 

l' 6" 4 

l' 12"6 

l' 10" 6 

l' 11" 0 

l' 11"6 

3' 15" 8 

3' 19" 0 

3' 20" 0 

3' 10"4 

3' 12"6 

3' 14"6 
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尋常科

1着増野恒夫(東)

2着米本檀太郎(府)

3着 天野公義(府)

5着 森 美秀(成)

高等科

1着 鈴木正士(東)

2着 川田 稔(武)

3着 渡辺藤雄(東)

4着中村俊平(成)

2' 39"7 

2' 46"8 

2' 48" 0 

2' 41"6 

2' 44"4 

2' 47"8 

100米背泳決勝

尋常科

1着石渡良一(府 l'23"4 

2着竹尾快助(成 l'28"4 

3着 中川正夫(府 l'2fj" 0 

高等科

1着大西真博(成 l'28"2 

4着大野健二(成 l'30"9 

800米リレー決勝

尋常科

1着 府立(天野・田中・石渡・米本 11'49" 0 

2着 東京(増野・白土・秋山・古賀 12'2" 0 

3着 成城(森・守田・山口・竹尾 12'4" 8 

高等科

1着 東京(鈴木・高橋・高橋・渡辺 11'36"0

2着 府立(伊丹・桜田・横田・岡田 11'37" 0 

3着 武蔵(永井・J11本・奥名・川田 11'42" 4 

4着 成城(山口・大西・神田・中村)

7年制高校ポロの試合は

成城対武蔵は 7 2で成城勝つo

成城対東京は 8 2で成城勝つo

成城対府立は 9 1で成城勝つo

とれで 3年連続優勝したo

9月14日

第s回水上運動会

会長銅長先生、副会長K小出、高松先生を b願い

し、審判長を僕がやるとと K在ったo 各種競技の他

水球の模範試合、小学生 25米レース、職員の対抗レ

ース左どあり盛況であった。

9月中句すぎ第14回全国学生水上競技大会があり 2

部として出場したが記録が左いo
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感じたことども

旧制高等学校教諭 小野嘉寿男

その

今年のインターハイでは、部員一同の奮戦力闘が

結実して、東部代表のーとして京都の大会K出場す

るの栄を得た o

僕は公用のため附添って行かれ左かったので、白

井先生陀会願いして京都K行っていた Yいた。試合

すんで、先生が東京K帰られての長話K、 「京都で

の部員一同の生活は、竹尾を中心Kして実K良くま

とま b、秩序と規律ある立派左ものであった。遠征

で今度の様なのは始て Yあった。」と賞讃していら

れた。

僕はどうぞ今後ともこの良い態度を部員一向が受

けついで行かれる様希望して止ま左い。

その 2

先輩鈴木(勝)・波多野両氏の入営壮行会の席上

のととであった。嘗て尋常科時代水泳をやっていた

が、高等科Kまってからは他の部の方でなくては左

らぬ人物とて水泳部とは直接部員としての関係は左

〈在っていた大場が、その席K列っていた。テープ

ルスピーチK入ってから、大場は立ち上って次の様

K述べた。

「………自介はかねがね見聞していたが、水泳部

のとういう会合が、上品K和気蕎々と一家族の集b

のやう K行われているのは羨しいo

自分は水泳部員では左いが、とういう会合の空気

が好き左のだ………。」

僕は、との言葉が他の人の口から出たのであった

左ら、容易K真左タとして受けとれ左かったであろ

うが、喧とか世辞とかは徴塵も持合せてない大場一

純真左大場が云った YけK、とても僕は嬉しかった。

僕は、もう一度、今後ともとの家族的左親しい友

情と気品ある元気さが部員一同の中K、生々と伝わ

って行〈様希望して止ま左い。

その 3

以上の二つKも増して、僕が心からの喜びを以て

感謝していることは、先軍一同の熱誠在る指導後援

と、溢る〉ばかりの現役部員K対する兄としての愛

情であるo



思へば、今夏始めて、待望久しかりしインターハ

イ K 於ける勝利も、とれ-~先輩の思威並び行われ

るコーチの賜であるo

僕等現役一同は、とれK対して、筆舌に現わし尽

せ左い感激を感じているo そして同時K、との思義

K報ゆる道を覚悟し左いわけKはゆか左い。

それは、今乙':.~述べる必要は左い。僕等の心の

中K、深〈堅〈誓っているとと K違い左いから。

その 4

改めて、僕は水泳部現役一同K代って、先輩各位

の御健在をな祈 bすると共K、今後とも、更K更に

僕達を御指導下さる様祈って止まない o

対めいよ¥件
旧高第 4回(S 7卒〉

臼井誠 自画像
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浩然荘縁起

旧制高等学校教筒

元水涼部顧門

私が成城K着任した年の夏、

即ち昭和 3年の夏、私は尋常科

の付添として興津の水泳に派遣

された。何でもその前年も興津

だったが前々年は静岡県の静浦

へ行ったのだそうだ。その年は

尋常科ー・二年を中心K高等科

二年までを加えて総勢四・五十

森 源太郎

名で賑やかK興津K繰り出したのだが、行ってみて

その宿舎や設備K驚いた。

一部十数名の生徒は、その前年同様、父兄の森薗

潤氏の本宅 K御厄介K左るとと K在っていたからよ

いが、あとの三十余名は、土地の板前林某の留守し

ている或る村医の旧宅とその隣家の物置の中二階K

分宿するのであったo 小さい明り窓しか左い物置の

中二階はいうまでもなく、村医の旧宅の方も田舎風

の建物で、柱や粧の用材は太くて美事であるが、中

廊下の左い、田の字形K八畳二間六畳二聞の並ぶ間

取りで、その一つの六畳は板前老夫婦と手伝い男の

部屋、残りの三間二十二畳が我々三十名 K宛てられ

たのだった O

襖を外した敷居の上K トランクやカバンを並べ、

鴨居へ洋服やタオルをぶら下げると、それらが四室

24 

の境界K左り、台所も玄関も土間で、大

切左風巴場も左いので、濡縁の端K小さ

い据風呂を一つ据えて、部屋との境K養

子の簾を一枚吊しただけだった。

翌 4年の夏Kは、また参加者が増えた

ので、物置のある家とは反対側の住宅を

.一軒そっぐり借りるとと K したが、それ

がまた鉄道工夫とかの安普請のまだ荒壁

のまま、迂潤K口でも開けて寝たら壁土

と一緒K鼠の糞の一つ位は必ず落ちて来

るというひどいものだった O 桐組の E君

が日射を受けて発熱し三日間との家で病

臥していたのを思い出すと今でも辛い気

持にまる。

乙ん左工合で、初期の興津の宿舎は全

< rか〈でもあられけるよりであったが、生徒は大
して不足も言はず愉快 K十余日のカレンダーを剥い

でいった o

ととろがとの両年の聞の幾日目かの晩、一年生の

M君が夜中K小便K起きて、寝呆けたまま宿舎のす

ぐ下の鉄道線路K下りて、レーノレ陀耳を当てて汽車

の遠鳴りを聞いているのが発見され、叉幾日目かの

夜Kは松組のN君が同じレーノレの傍で「な母さん」

と言って泣いているのが発見されて大騒ぎと左り、

M君左どはその年の助手落合君K、柱K結んだ長い

兵子帯 K継がれて寝たという事件が起とったo

水泳宿舎の建設の要望が高まって来たのはとうい

う状態だったからだ。

たぶん昭和 5年の春だった O 校内 Kプーノレを作る

ととが決定した時、尋常科主事の仲原先生の発言K

よって、併せて水泳宿舎も作るとと K左った o 或日

突然我々は小原因芳校長K呼び出され、「水泳宿舎

を作るから、直ぐ土地を選定しろ。」と命ぜられたo

我々は勿論嬉しかったが、余りの急K大い K面喰っ

たo でもすぐ時の高等科水泳部の高松先生と私とが、

興津守谷陀勝る水泳地もが左と、近県の海岸視察K

出掛けるととに在ったo 出発K先立ち先づその位置、

交通機関と海岸の状態、と環境の適否等の四条件を以

て評価を決めるとととし、伊豆東海岸、三浦半島、

房総半島のうち、未見の伊豆東海岸と三浦半島の一

部を見るとと Kしたo

陸地測量部の地図等を用意し、大き左期待を以て

先ず伊東へ行って川奈の岬を見てみた o そとは岩石



ま喜々たる入江で水深も大部分淵を在していて全〈水

泳場Kは不適の所であったo 川奈の先の日蓮岬Kも

ー績の望みをかけていたが、そとは潮流が悪〈毎年

溺死者を出していると聞いて落胆した。夜に入って

伊東K戻って一泊し、翌日早朝葉山へ出て、そとか

らパスで初声の手前で下車し附近の海岸を見たo そ

の海岸は恰度房総の館山湾のよう K遠浅の広い浜で

あったが、泥と貝殻交りの砂がいかKも不潔で二、

三町沖まで一面K海藻が生えているのだったo

とう見て来ると、我々の頭にある、沼津の桃郷、

静浦、大瀬崎、戸田、白浜、稲取、伊東、油査、三

崎、浦賀水道、木更津、館山、布良、房総の白浜、

小湊等の候補地と共K、結局、最初K考えた四条件

Kよる採点で、興津の守谷海岸K勝る所は左いとい

う結論K達したので、そう報告し、興津海岸と決定

したのだった O 興津と決定してからも、鵜原がいい

か茂浦がいいか又は守谷がいいかが問題と左 P、森

剥さんの所では、茂浦をしきり K薦められ、海中

の岩は火薬で取り除けばよい、通路は隠道を穿てば

出来る等の助言を寄せられたが、費用関係から最後

K、現在の守谷海岸K決定せられたのである。

畠守谷と決定したのは 6月末であったが、工事を引

受けた高尾工務庖ではーか月の間K、岩を削り、土

留めを築き、埋め立てをし、現在の宿舎三棟を建て

て〈れたので、未だ壁

も乾き上ら左いの K、

その 7月から使用し始

めたのだった O

とうして興津守谷の

水泳学校は内容、設備

共K一応の完成を見た

のである o 昭和10年K

至って、小野先生の尽

力Kより、森さんの寄

附を頂いて大修理を施

し、現校長銅直先生の

命名による浩然荘の名

を得て、漸〈成城水泳

部の海の聖地としての

面目を整えたのである。

近来我が水泳部が益

々人材を集め、実力を

発揮して来たのは誠K

賀すべきであるが、此K加え伝統的左暖々たる.和気

陀包まれた部の活動は立派である o それKつけても

連年興津の世話をして下さった野沢先生兄弟、鈴木

忠夫氏、中西敏雄氏、大西真博氏、寺中廉氏達の先

輩諸兄の御尽力 K御礼を述べ左ければ左らぬO その

時々の興津水泳学校の生活については色々の思い出

もあるが、今回は浩然、荘縁起の一節だけに止めさせ

て頂とう。{昭和13・12・2) 

<追記>

O上の浩然荘縁起は、私が昭和13年、成城水泳部誌

K寄せた旧稿を、保管してなられた鈴木忠夫氏か

ら借りて読み返えし、旧稿の仮名遣を現代風K改

め、その序でに二、三個所字句を訂正したもので

ある。興津水泳学校付添コーチ陣一覧表は、鈴木

忠夫氏の克明左メモを写して表としたものであるo

コーチ、助手の名の中Kはもう再び会うととの左

い戦死者の名も見え、追惜の念の湧くのを禁じ得

なかったo

。興津の水泳学校の成功は、海碧〈砂白い海岸の環

境もさり左がら、鈴木忠夫氏を中核とする有能左

コーチスタッフの親身左後輩指導の賜ものであっ

たと思う o それK土地の素封家森直預氏一家の暖

い御援助も忘れられ左い o ととを借 bて深甚在感

謝を捧げさせて頂とうと思う o(昭和58年6月8日記}
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水滋部前記

旧制高等学校教諭 内田昇

私が生れたのは神田であるが、

四つのときから、 三浦半島の先

端の三崎の城ク島というととろ

で育ち、小学校も三崎の小学校

を卒業したので、小さいときか

ら、漁師の子供のよう K海K潜

って、サザエをとったり、イセ

エピをついたりして暮したo 当

時はまだ明治左ので、海水浴というものも珍らしい

時代である。たま K夏K在ると避暑客が来て、泳い

で行くのであるが、村の人達は、陸者は、海へ来て、

海の上をた Yポチャボチャ泳いであれで面白いのか

のうといっていた。我々も海というものは、表面は

空気で区切られているが、深い海水の世界で、そと

Kとそ魚もいるし海藻もあるので、それを、海の中

をみずK、た Y泳ぐだけでは、海へ来た効が左いで

は左いかと思っていたo 小学校を出てからは、中学、

高等学校、大学(すべて旧制)とみ左東京で過した

のであるが、夏Kは必らず島Kもどって、漁師と同

じよう在生活を兄と二人でしていた。そのため、い

.わゆる水泳というものを正式K習ったととは左〈、

また学生時代水泳部というものKはいって泳どうと

いう気は全然左かった。

ちょうど、開成中学の 5 年の 5 月~(旧制の中学

は 5年制で、私の翌年からは、 4年からでも進学出

来るよう K在ったが)、極東オリンピック aが、東京

の芝浦iζ、開催された。同級生に、井上益雄という

のがいて、その父親が井上準之助といって、当時大

蔵省の高官だったので、オリンピックのフリーパス

をもっていて、それで二人であちとちみて歩いたと

とがある。大正 6年(1917年)であるo そのとき、プ

ールは海水をそのま込引き入れたものであったが、

フリースタイルで競泳があったとき、フィリピンの

選手はもちろんクロールだったが、日本の選手は、

日本泳法の片手抜き(水府流)であったo そして、

日本が勝ったととを覚えている。

その位、まだ西洋式の競泳というものは一般化し

てい在かった。後年成城で50米プーノレを作ったとき、
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プールを持ってい左い慶応の選手が、プーノレを貸 b

k来たととがあった O オリンピックへ出た北村たち

であったo

それでともか〈、水泳部があっても、水泳を教え

るととは出来ず、従って、成城でも、水泳部が出来

ても、部としては、関係がう すかったo

た Y海が好きだったので、守谷の海岸K森さんの

御好意で浩然荘という家左どが作られてからは、毎

夏女学校の生徒Kついていったり、また男の学生や

家族をつれてもいったものである o 鈴木忠夫君左ど

と親し〈在ったのも、教室では左〈、興津の浜であ

る。

それでも、プールで大会左どあると、先生たちの

リレーか何かK一役をかったが、そのとき Kも、自

己流の泳ぎで泳いだのである o

そういうわけで、成城の水泳部Kは、何の金役K

も立た左いでしまったが、成城をやめてから、東京

女子医大Kつとめるよう陀在ったとき、学生の有志

がつ〈った房州の岩井での水泳の会K顔を出し、そ

れがあと K在って、 学友の水泳部K昇格したとき、

顧問のよう左ととをし、 70才で停年退職をするまで、

それが続き、退職後も、名誉部員として、いまだに、

合宿左どKもついていって、なよいでいる o との春

も、伊豆の湯ク島の落合楼の温泉プーノレでの春の合

宿があったので、一緒K泳いで来たo

正式左詠ぎで左くても、水泳というものは、一生

出来るよい運動であるo 体Kどん左障害が起ろうと、

水泳だけは医学的K奨励されているし、私も当年82

であるが、い〈ら年をとっても出来るスポーツであ

る。

成城の人たちも、勝敗Kとだわらず、うまいまず

いK かまわず、泳いで欲しいと思っています。



側面50年史

成減大学名誉教授

白井毅

水泳部'-S0年史の上梓がきまり、何か書 くよう K

と台誘いを頂いた。私の在学中はまだ水泳部は左か

ったと思う o たしか夏Kは沼津近辺の静浦で海の学

校が開かれていたようで、私と同期の阿部光寛や藤

田正秀たちが関係していたよう K記憶する。

成城学園の年表を繰ると、プーノレの完成は昭和 5

年 8月20日、プール開きは 9月13日と左っている。

それは私が卒業した後のととであるが、プーノレ開き

の日のととは今でもはっきり覚えている O プーノレが

あるといい左あ、とれはしょっちゅう誰もが考えて

いたととである。私の在学中、授業K小原先生とフ

リー・トーキングが出来る時間が設けられていたo

ある時、 「ウス、プールはどれ位の大きさのがよい

のか」と仰しゃるので、 r50米」と会答えした。
「どうせ左ら、もっとウンと大きいのではどうだ」

というととであった。先生は何Kも御存知左かった

のだ。当時、東京、いや全国ltL50米の長小路プーノレ

は一つしか左かった筈だ。現在はどう在っているか

はっき Pは知ら左いが、二子玉川ltL50米のがあったo

渋谷から玉電(今はもう走ってい左い)1tL揺られて

パスター・クラブ、ワイズミューラ一、アノレネ・ポ

ノレグ、高石勝男、鶴田義行の泳ぐのを見K行った、

あの左っかしい玉川プールがそれである o 神宮プー

Jレ(国電沿いの屋外プーノレ)は昭和 5年 5月、極東

選手権(今のアジア大会)1tL間K合うように出来上

ったものo 話をもと K戻す一実は小原先生は広々と

した水面を、御自身甲胃 K身を固め、大抜手を切り

たいと思っていらしたーとれは私が直接先生から伺

ったととだ。

水泳部の起源を探ろうと思った時、不図私は、後

Kすっかり水泳部Kのめり込んだ私の弟が、昭和 5

年 7月K静岡で合宿し、私が陣中見舞K出向いたと

とを思い出したo 水泳部K三橋達郎君という静中出

身者がいたからのととである O 行って見ると静中の

プールは50米ではあるが、水路の数が少〈、短冊を

並べたよう左恰好で、後Kも先Kもあん左プーノレK

会自にかかったととは左いo 数日の合宿は誠K充実

したもので、帰京すると、神宮プーノレでのインター

ハイ関東大会が待ち受けていたo との時K成城高等

学校水泳部が発祥というとと K在るのであろう。出

場者は三橋(自由型・背泳)、真野(自由型)、河

野(自由型)、白井(自由型・背泳)、中村(平泳)

等で、初参加K しては相当得点し、先ず先ずの首尾

だったと思う。

次の年は自分達のプーノレで思うよう K練習が出来、

陣容も豊かK左り、特K白井は 200米自由型で本命

の八高小出とわた bあい、高校新記録を出す程o 他

K平泳の白山が慧星の如くあらわれた。惜しむらく

は、伝統のある古いととろとちがって、参加僅かK

二年目では何事も不便・不利であった。他方、三橋

君が植えつけた水球は、参加校は僅かだったらしい

が第一回水球インターハイで優勝したo との三橋君

は成城から東大農学部K進み、水球の指導者、役員

として水泳連盟でも重要左存在であったが、戦事中、

応召、殉職(戦死)されたo 成城水泳部創設の中心

人物として永〈記憶されるべき人、後K大学の水球

が全国征覇を遂げる端緒はすでKとと Kあったのだ。

部長はたしかポーさんとと、高松三二先生だった筈

である。

プールは、あっという間K出来上ってしまった。

一方では、流石は小原先生、一度とうだと思ったら

直く・K実行K移す、まさ Kその通り、他方、とれは

拙速に左りかね左いo あのプールは残念左がらその

見本みたい左ものである o 工事万端、手抜きは左か

ったかも知れ左いが、まるで素人の仕業としか思え

左い。 50米というが、それは底の部分だけで、縦の

部分は両方の壁面が開いてしまい、実測は50米プラ

ス何センチ、遂K折角の長水路も公認されずじまい

である。給水K関する見通し足りず、水道で左〈地

下水陀頼ったが、すぐ水が澗れ、満水K左り切らぬ

内K青みどろが浮く始末であったo しかしその後は

関係者の不断の配慮、努力のなかげで、不備の点は

改められ、すっかり明るく在って本来の機能を発揮

しているようだ。セはりあの時期K、あれだけのプ

ールが出来たのは立派だったし、その後幾星霜、多

〈の逸材を生み、成城水泳の基地と在っている。

私は昭和10年、成城K戻り教壇K立ったo 母校で

あったとと、クラスの人数が少左かったとと、そし
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て私自身スポーツ好きであったとと等から、水泳部

の連中とは親し〈したし、尋常科の夏の行事、興津

守谷の海の学校Kは欠かさず行ったo 昭和13年、竹

尾快助率いるチームは一味ちがう何かを持っていたo

竹尾君自身は 100米と背泳、特v<::100米は実K強か

った o 丸太の如き腕をグノレグルまわすととろは壮観

であった。平泳Kは守田謙三(かまぞう)がいた o

当時、平泳はパタで泳いでも蛙で泳いでもよかったo

謙三は飛び込むとパタでぐんと出る、ととろが 200

米は泳ぎ切れ左いので、後半K在ると追いつかれ、

抜かれてしまう、プーノレサイドで切歯掠腕した O 大

会直前Kメキメキ腕を上げた自由型の浜田収がいたo

大会一日目が#わると、得点が分散して、首位は別

としてどとが二位K在るか見当がつか左いo 次の日

は竹尾、浜田が揃って上位を占め、メドレーリレー

で竹尾・守田・浜田と並べたのが図 K当り、あれよ

あれよという中K関東第二位と左り、全国大会K出

場出来るととと在ったo 部長の森源太郎さんが是非

私K附添って行ってぐれといわれ、その気K在ったo

京都では百万遍アパート K泊り、食事は三度とも

外食、近〈陀いい食堂が見っかり、安い割 Kは美味

興津の水泳大会
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しく、滋養豊かであったo 大会は京大構内の25米プ

ールを使用し、各地区代表の間で戦かわれたo 堤さ

んという京大のポスが、アナウンス、コーノレ、スタ

ーターを一手Kという前代未聞の運営であったo 成

城は少人数だったりして、 トータノレではピリだった

短水路のおかげで、竹尾が 100米で 1分少々だった o

乙れがその年の日本の十傑に入る記録となった o 終

始、連中と楽しく過し、乙ういう思わざる添物があ

ったの、いうことなしであった。

戦時中は競泳活動は一切左し o 終戦と在るや、成

城は何事も復興が早かった o 水泳は揮一本、水さえ

あればよかったから、直ぐK作動しはじめた。昭和

21年のインターハイでは、成城は各種目 K人材が揃

い、関東大会K引続き、見事全国制覇を遂げたので

ある o 監督は丹沢章浩、私が成城ではじめて担任を

した生徒の一人である O 大体選手全員、私が教室で

な目 Kかかっていた o 主将は今は亡きプライとと、

山田寿ーであった。村瀬泰一(かぶ)は水面を這う

よう K進む短距離泳者、福田龍三は最後Kは 200米

平泳で日本十傑K入る程の傑物K在ったが、はじめ

て興津の夏の学校Kつれて行った時はか左づちであ

った o 田中義昭 K愚猿(ぐえん)という雅号を進呈

したのは私である o 当初は怨まれたが、後K在って

感謝された、左か左かの人物であったが、今はすで

Kとの世Kい左いo あれとれ思い出すKつれ、左っ

かしさ K胸がふさがる思いである。

愚猿邸での祝勝会、とれがまた大変左騒ぎと在っ

た。物資不足の折、飲食物共K十分で左い。しかし

流石は成城、何とか固形物は集まったが、液体の方

は思うよう K左ら左いo 丹沢と私であちとち歩きま

わり、頭を下げて頂いて来た O 得体の知れ左い代物、

それK和洋ちゃんぼんだから、直く.v<::あちとちで不

始末がはじまる o 庭 K大き左穴を堀り、「ととでや

れ .1Jと指図する。私共二人と山田寿ーの三人だけ

が酔っているいとまが左〈て正気であったo

ふり返って考えると、成城高等学校水泳部は、学

制改革のとばっちりを受けて、ととで御名御璽と在

るのであるが、まさ K申分の在い幕切れであったと

思う o

昭和27年 8月、東部男子高校選手権水上競技大会

が館山プーノレで行われ、新制高校の水球チームが東

京代表で参加した。主将は鱒(もたかん)、全員 9



名、私が命ぜられて引率したo 過ぎ去ったととを今

更愚痴って見ても甲斐左いが、どとの学校も館山の

旅館にいるのK、われわれは富浦の富望荘K泊るよ

うK学校からいわれてしまったo 旅館のよう在立派

左建物では左〈、見すぼらしい朽ちかけた平屋が並

び、昼間でも薄暗〈裸電球がぶら下っていて、プン

とトイレの臭いが充満している O とても大会K参加

する選手の泊るよう左ととろでは左い o 放ってなけ

ばどん左食事が出るかわから左いo そとで主将・主

務と相談し献立はとちらで管理するとと忙した。朝

は牛乳・卵、タは上等で左〈とも肉か魚を出すとと

K した。勿論予定外の出費である。選手一向には事

.情を打明け、毎日の館山プールまでの往復パス代、

帰りの旅費は残して、あとは吐き出せと命じたo あ

Pがたいとと K一同素直K納得してくれたo

さて肝心の試合であるが、一回戦で学習院を 7-

Oで降し、決勝は神奈川代表慶応高校が相手であっ

たo 試合開始当初押し気味の時K機先を制してなけ

ばよかったのだ、何と左〈調子が整わ左い中K先取

点を許し、 4-0で敗れた、スコアの示すよう左一

方的左試合では左かった-0 しかし私は球を追いかけ、

水中で組んず、ほぐれつ争っている連中を見て、よ

くとれだけやれるものだと思う中、涙が煩を伝って

流れたo 晩餐K何かと思ってもそん左余裕は左い。

しかし一同時れ晴れと、その晩は泊り合せた中学生

相手K試胆会をやって憂きを晴らしたo

次の朝、帰りは船がいいという意見が出て、そう

ときまり、館山の埠頭から東京湾汽船K乗り込んだ。

夏の太陽が照りつけ、甲板Kいると焦げつくようで

あったが、船室でな客が口を動かしているのを見る

のが切左〈てずっと外にいた o 何しろ朝、きわめて

貧しい食事をしただけ左のだ。恐らく誰しも自分だ

け左らどう Kか在ったのだろうが、人様の分までは

無理、じっと我慢するより他左かった o I武士はあ

いみたがい」といういましめのととばはもっと悠長

左とき K しかあてはまら在いo 芝浦が向う K見えて、

桟橋まで、何と時間のかかったとと/ 私は山本あ

-坊と励ましあい、慰めあい左がらどうやら成城K

たどりついたが、胃の腕の中K飯粒が一つも左い事

態とはどういうものかをいやという程思い知らされ

たo 同じ釜の飯を食った仲間同志在ればとそ、あん

左目茶左スクジューノレがと在せたのだ。

昭和28年、大学K移ると、高校で教えた連中が待

興津にて 紅白試合の結末はジャンケンて

ち構えていて早速水泳部長K祭り上げられたo 館山

の大会K出たメンバーが挙って大学K進み、切瑳琢

磨、メキメキ頭角をあらわし、関東学生水球リーグ

一部の名門K名を連ねる程K在っていたo 旧制時代

からの伝統、自分たちのプール、そして村瀬友三郎

という、得難い指導者陀めぐ b会ったとと、特Kと

の三番目が一番効いた。「友さん」とと、村瀬友三

郎君は有名左水泳一家、村瀬一族、四人の男兄弟の

三番目、旧制理工の出で、慶応出身、私とは隣人同

志だったとともある O 華やいだ競技歴は左いが、卓

絶した水球の理論を自ら開拓し、との人左り に一家

を左し、成城水球K心血を注ぎ、見事成果を挙げた。

成城の異常左躍進が世間の耳目をひかぬわけは左い。

やがて全国の名門校から水球の名選手が集り技ずる

よう陀在った。彼等はきびしい入試を突破し、入学

後も勤勉在学生であったo とれは、その頃の当事者

であった私の証言であるo どういうわけか京都勢、

鴨折、山城、西京出身者が多かったo 桑原和司が先

鞭をつけたのでは左かったか。全日本級の選手が続

続あらわれ、オリンピック選手も生れた。

それや、とれや、今や過去の出来事と在ってしま

ったが、私は「昔の光、いまいずと」というよう左

退嬰的左考え方は絶対K した〈左い。他のメイジャ

ースポーツ K長いても、長い聞の名門校が、輩出す

るセミプロ Kも等しい新勢力の拾頭K完全K圧倒さ

れて孤影情然、たるものがあるo成城も御多分K漏れ
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左いが、かつての偉業は偉業として、相対的で左〈、

絶対の価値として今左な誇るべきであると思う O 私

の書斉の壁面K円形の白地K真紅で SEIJOWATER 

POLOと記したペナントが掲げである O とれは大学

水球が全国制覇を果したとき K選手一同が私K贈っ

てくれたものである o 折K触れ、目を上げて、とれ

を見ると元気が出るo

さて、締め括りをし左ければ左ら左い O 私が部長

をしていた終りの頃、昭和30年代の後半、関西出身

の部員の尽力で甲南大学と定期戦を組み、はじめは

成城K来て頂き、翌年は向う K伺った。その時、プ

成城時代氷滋部の思い出

旧高第3回
86年卒業

真野国夫

成城陀昭和 3年 K入学し、早速鈴木と仲よ〈左っ

たo 鈴木はたしか新宿の六中からの入学と記憶して

いる。一年生の時クラスの皆で箱根K遊びK行き、

その当時小さいプールが箱根Kあった(一応は飛込

台もあった)ので、そ ζ で鈴木や渡辺(故人)と一

緒K泳いだのが最初だったと思う(小生は中学時代、

一応水泳部で選手生活ーといっても強い中学では左

かったがー)0 ただその時は三橋達郎(以下達ちゃ

んといわせてもらう)も一緒だったが彼は泳が左か

ったと記憶する。

二年の時、水泳部(といっても競泳は左かった)

で千葉の興津海岸K行ったo 鈴木、田中(現電気通

信大学学長)、長岡左ど一緒だったと思う o 高松先

生(その当時から競泳をするよう K左っても水泳部

長)、野沢先生とその弟さん(東大フットポーノレの

名選手であったか、との時、な兄様と一緒K参加)

も一緒であったo その頃から競泳をやろうかという

話が出て、鈴木の世話K左り始めた。淀橋のプール、

落合屋内プール(珍らしかった )K練習とはいえ左

いが泳ぎK行。た。鈴木、長輿、河野、白石左どの

記憶がある o そうして二年の時、インターハイ(全

国高等学校)水泳大会K参加しようというとと K在

って、達ちゃんの母校静岡中学で合宿し、練習らシ

いととをした。参加者は達ちゃん、長輿、河野、中

村、佐久間、白井だったと記憶する。

インターハイ K出席は、白井、達ちゃんの活躍が

目立った。 800米リレーでは小生がプレーキ陀左っ
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-Jレは小学校の浅い25米のプーノレであったが、わが

方の正岡が珍技を披露して後々までの語り草K在っ

たととを覚えている人はいませんか。レースは概し

て記録もよく左かったが、それでもとちら Kはイン

カレでも十分通用する背泳の広瀬俊之がいたo

標題 K もあるとi>~ !>、とれは正史では左〈側面の

見聞を書き記したものK過ぎ左いo 記憶ちがい、思

いちがいも多かろうと思う o 何卒御叱正頂きたい。

多数河童諸君の御好誼のなかげで生涯の友を得た幸

せ、何物にもかえ難い。終!>K成城水泳の永遠の発

展を祈る o

前列 左から臼井、真野、佐久間、三橋、河野

後列 森先生〈水泳部副部長〉、中村、長与、

鈴木、高松先生〈水泳部長〉

てしまって今でも申訳左いと思っている O その頃か

らプールを作って欲しいと鈴木と小原校長先生Kシ

願いにいった。

三年K在ってようや〈出来たo その夏も鈴木左ど

と興津K行った。プールが左い時Kは玉川プール(

二子玉川にあった)まで電車で時間をかけ(渋谷廻

りで)出かけて練習したo 念願のプーノレが出来て大

喜び、東京高等師範(今の教育大)が合宿K来たり、

東大とウォータポロの試合をしたりしたo 写真はそ

の時の選手関係のものである。

後では初めて校内の水泳大会があり、先生方のリ

レーもあった。人気のあった小出教授(ドイツ語)

も泳がれて直角K曲ってしまわれたりして大笑いの

楽しいものであった。

昭和 6年 3月Kは三橋と鈴木と小生が卒業、三橋



は東大農学部K、鈴木は東京工業大学K、小生は東

北大学の電気にそれぞれ進学した。小生は大学K入

っても水泳部(といっても北国であまり盛大では左

かった)(tC関係し、時Kは明治大学をよんだりした

とともあった。

鈴木とはその後あまり連絡するととも左〈すっか

り御無沙汰してしまっている。

三橋はその後ずっと連絡し、彼が大学卒業してか

らも、結婚陀も(小生は戦地で戦争中だったが)関

連を持ったo 残念左がら、彼は南方へ赴任の途中、

潜水艦の攻撃Kあって戦死したO 船が沈没の時陸が

見えたそうで泳いだとのととだったが彼の水泳への

自信がわざわいしたのかと残念で仕方が左いO 本当

K惜しいととをしたO 小生は昭和12年から20年終戦

まで軍務Kあったが、とのとなり一人残されてしま

ったo しかし達ちゃんの未亡人とは今左金行ききし

て金り、先年小生の入院時にはわざわざ見舞K来て

くれたり、その後も電話を時Kかけて来て〈れる。

その他の人々の消息は残念左がら知ら左い。

競泳はやら左かったが、当時の中学生だった田中

は今電気通信大学の学長で、先月 Kは小生主催の継

電器研究会を大学で開催し(年 1回会場をな願いし

ている)、昼食を御馳走に在った。

母校の水泳部Kもすっかり御無沙汰してしまって

いるo 相当前K一回ポロの試合を見K行ったが、も

うすっかり変ってしまっていて今更顔を出すのもど

うかと思うが、 50周年記念は是非成功して欲しいと

祈っている o

長い問、たゆまずの鈴木君の努力本当K感心し、

感謝しているo

終り K水泳部のますますの発展を祈ってやま左いo

i遺稿|
旧高第4回 ~ ~特」一「一一87年卒業 ~， ....J .-

成城水泳部時代の思い出を何か書〈様陀との御達

しで、色々考へているうち、段々期日が切迫して遂

K最後通牒とまで在って仕舞い、ょうやく筆をとっ

たもの注、何もまとまって書くととが左い。且て鈴

木忠夫氏が成城文化史K書かれた通りである O 私の

思い出も、鈴木氏と大して差は左いと思っている。

以下二、三ちょっとした愉快左思い出を書かせて載

きたい。

その一、未だプーノレが出来ぬ前のととである O プ

ーノレ建設熱が高まって来て、と Kか<25米位で安い

のを造ろうやと言うわけで、高松先生その他と相談

した時、松の木張.!'J(tCしたらと言う意見が出たo 勿

論、全部松の木造りである o 丁度との時か、渋谷道

玄坂(tC20米位のプールがあって、とれが全部トタン

張りであった。私は二、三回此処で泳いだととがあ

り、感じも割合K良いので、相当強硬陀トタン張り

を主張したととを覚えている o とれら、プレーント

ラスト?陀より提出されたプーノレ設計案も小原校長

の 100米四方の大プール案の前陀は、空し〈撤回せ

ざるを得左かったのである。

その二、いよいよ 50米プールが出来ること陀左り、

敷地K杭が打たれ縄が丁度プールの大きさに張ってあ

りとの中の土を堀 P出すのだと聞かされ、勇躍シャ

ベノレ片手にとんで行った。既K先陣であり、即ち白

井家の愛犬(名前は忘れた)が真中の辺りで鼻を土

中Kっき込み猛烈K土を堀っていたo 約一尺ばかり

の深さに堀っていたと思う o その犬は、プール落成

後もしばしば来て水換の日左どはよ〈泳いでいた。

もっとも白井は、教室K出左くともプールKは必ず

居たからそれK従っていたのだろう o 今その犬はど

うしているか知ら左いo

その三、多分昭和 5年の秋だったと思うが、日体

と初めて対抗試合をやった。インターハイやカレッ

ジKは出ていたが、対校の試合は初めてであった。

当日、敵は定刻より一時間半も遅れてやって来たo

成城の方でも待ち〈たびれ、帰ってしまった者も居

先。と Kかぐ馬鹿K した話しでカンカン陀左ってや

った。中途から雨が降って来て、相当難戦だったが、

結局大勝したO 私は50米で28秒 6だったか、とにか

〈成城の新記録を作ったo コースの定め方がすとぶ

るインチキで、敵の方は二・四・六のコースと初め

から定めて長き、名前を入れさせて提出させ、とち

らは丁度具合よく三・五・七のコースK適当の者を

入れ、メガホンで発表してやったo プログラム全部

との手でやった。それ故、作戦も成功し、強敵をブ

ラインドKする〈らいの手品は軽くやったo 後で考

えてみると実K愉快K在る。
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固 顧

旧高第6回

S9年卒業
鈴木勝太郎

今年度コーチとしての感想を書けとのとと思い出

づるま ~VL私が今シーズン諸君と共K泳ぎそれ K よ

り私の得た韓験と同時K諸君への希望を述べてみた

いと思います O 過去に於て水泳部々員として何等尽

すととが出来ず叉人間としてふしだら左生活を送っ

て来た私は今迄何K一つ完全Kやりとげたととが左

かっ北のであります O とん在中途半片左やりっぽ左

しの生活が将来を如何Kするか明か左ととですo 私

が本年度コーチとして諸君と共陀泳ぎ始めた時或人

VL r大学を卒業しでぶらぶら水泳のコーチ左どして」
と云われましたが然し私は何か一つの仕事K熱と努

力を以てやりとげ様と思う気持から年来水泳部のた

め何か役Kたちたいと思っていたのでコーチをな引

き受けしたのでありますo 勿論今迄の悪い習慣を卦

さえるため Kは非常在努力をして参りました。

在校生時代先輩から「その体とその詠ぎではもっ

と速〈泳げ左いか」と云われたととがありますo 今

考えるとそれは自分の仕事K対しぜがひでもや b通

そうと云う信念と熱と努力が足り左かったからですo

今年諸君をコーチする一方自分自身をもコーチし何

事も為せば成ると云う信念と熱を以て努力した結果

今迄且って出たととの左い記録も出て自分のベスト

と思われる域K まで達しと ~VL 一つの事を完全K や

り通すととが出来たのです。との事は他の事をも完

全Kやり通せると云う信念を自ずと湧き上らせて来

ます。とれらの事は誰もがよ〈知って居左がら実行

の出来難いととですo 諸君も強き自分をつ〈るべ〈

しっかりした自的信念のもと K努力実行して下さいo

6月より 9月迄諸君をコーチして参りましたが諸君

Kは努力と熱と意気がたり左いと思います。(とれ

は全部と云うわけではあ Pませんが)幸いインター

ハイでは皆の記録もよく良き成績を収めましたが七

年制の時は記録は低下しています。集団労働或は葉

の他の事情はあったKせよ仕事K対する熱と努力が

足り左いからだと思います。とれは労作K対しでも

勉学K対しても同じですo 労作で提が出来 fc~けで

は駄目だと思いますo 本当の諸君の誠を以て造りあ

げたもので左〈ては。労作の為勉強のため K水泳が
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出来左いとか遅〈在ったとか云うのでは未だ諸君の

しっかりした信念・熱・努力が足り左いのでは左い

でしょうか。記録左どは問題でありません。しっか

b魂を打込んだ水泳をやられんことを希望いたしま

す。魂を打込んで総てのととにあたると云うことは

水泳ばかりで左〈諸君等自身をも立派左人間として

行〈事と思いますo 私も来年は皇国への御奉公を今

年得た尊い体験を以て無事Kはたしたいと思ってい

ますo 最後K甚だいたら左かったコーチをなわびし

ますと同時K来年度Kはより一層強い信念と熱を以

て一致団結水泳部のため努力せられんととをな願い

いたしますo

|遺稿 |

興津の生活
旧高第ア回

S10年卒業
酒巻敏雄

毎年、水のそろそろ恋しく在る六月、七月 K左る

と、興津の事が思い出されます。

「樽廻り J r遠泳 Jr水泳大会」の事や、和気あ
いあいたるインドアベースポーノレの事が次ぎ次ぎに

思い出され、楽しい僕の夏のスクジューノレが始まり

ますo

成城が、夏の学校を興津K聞いた最初の年から(

たしか、僕が尋常科一年の時だったと記憶して居ま

すが)一回行か左かっただけで、十年近〈参加して

いるので、我れ左がら驚いて居る次第です。それ程、

僕Kとって夏の興津は忘れる事が出来ませんo 最初

の年は、勿論今のよう在寮左ど左〈、線路ばたのな

寺の本堂K泊るのでしたが、一年生の僕達のクラス

の者だけ森さんの卦家の方K御厄介K在ったので、

気味悪い思いもし左〈て済んだのは幸いでしたo 事

実、一回でしたがな葬式があったので、僕達は「会

寺K泊ら左〈て良かったね」と胸を左で下ろしたも

のです。

次の年から、家が二、三軒借りられ、そして最近

あの寮が出来てから、成城が興津で名実共K独立し

た存在K左り、居候の形から脱出しましたo それま

で本当 K、「ー中」の大き左寄宿舎が、しゃ ((1[さ

わって仕方がなかったのですがほっとした感じでし

たo

僕が高等科陀走り、水泳部の方が丁度インターハ

イの練習でプールで頑張っている時左ので、人手が



足り左〈助手と在ってから、心配の種は左んと 言 っ

ても三哩の遠泳です。

潮の加減とか、特K波の高い日在どは気にかかる

ものですo 僕の尋常科一年の時、守谷の丁度「ー中」

の浜から、興津の浜までの遠泳の時は、天気が悪〈

波は高〈、途中で雨さえ降ってきました。初めの人

数五、六十人の者で、結局成功した者は六人だった

と思って居ます O 一年生がその中四人、僕と鈴木勝

太郎氏と他K二人の者が成功して喜びましたが、舟

の上の先生達は、雨や波で非常K御心配された様で

すが、泳いだ当人達は夢中でそん左事はわからずK

泳ぎ切ったのでしたo たしかK遠泳では、舟の上の

指導の先生方やコーチの人の方が気をもむものですo

一昨年の遠泳でしたか、潮流K乗って泳いで居る者

の列は乱れ、「ー中」のある岬Kぶつけられそう K

左ってしまった事も(僕は、先頭の者が疲れて舟K

上ったので、途中から泳ぎ、それ程と思いまぜんで

したが)、今から思うと、よ〈無事であったと、叉

良い経験であったと思っていますo その時にも、興

津の主である鈴木忠夫先輩の落ちつきはらった指導

ぶりも、たしか陀コーチの人達の良いな手本だと感

じました O

いつの夏だったか、雨K降り込まれて困った年が

ありましたo 暑い筈の夏K寒い思いをする位、馬鹿

良いと思って居ますo

馬鹿しい事はありませんが、

実際その時は、恨めしい空を

眺めでは心細〈思いました。

夏の興津では、天気の事も気

陀在る一つです。との数年は、

その点非常K恵まれて、二週

間の水泳スクジュールが完全

K行われ、水泳大会で千秋楽

と在って、ほっと息をつきま

すが、水泳大会といえば、去

年は全員を紅白二組K分けて、

点取主義の優勝争いをやった

のですが、非常K好評で、今

までと変ったやり方だったの

で、「帽子取り」ゃ「西瓜取

り」等、全員が闘争意識を発

揮して仲々の力の入った場面

を展開しましたo 之からも大

会は紅白式の方法がたしかK

興津K居る聞の三回程の泳法のテスト、とれが文

大変左もので、試験そのものよりその後で行われる

進級如何が問題ですo コーチや先生方が、名簿と首

引きで、いよいよ発表と紙K墨書して張り出すまで、

あの本部の部屋まで来る人達を追い返したり、大変

です。

最近は、全〈泳げ左い赤帽の人達も僅かです。そ

のクラスは、林先生、山野先生が独特のテクニック

K より、たちまち泳げる様陀左り、進級試験陀はほ

とんど扇足も完全K出来る位K在ってしまいます。

概して、クロールは上手であって、扇足の出来ぬ人

が多いようですO 練習しろと言っても、ついクロー

ルの方が便利らし〈、班別に泳法の下見をすると、

以前と同じ事をやる人、扇足の逆をやる人はきまっ

て逆をやるのにはがつかりさせられます。

何だか、まとまりの左い思い出すままを書きまし

たが、 まだ色々の思い出などある筈ですが、紙数の都

合上、何れ他の機会K発表出来るものと思います。

夏が終って成城へ行ってみると、な馴染の顔がグラ

ウンドで飛びまわっていますo そういったな馴染が

出来るだけでも、僕の興津の生活は楽しいもので、

有意義左ものと常K感じて居ますo
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揮は命の守り

旧高第9回
812年卒業

大西真博

昭和 4年小田急が開通した年、成城小学校六年K

編入試験を受けて入学し、夏休みは千葉県保田の日

本寺で臨海学校を送り尋常科K入ると、上総興津で

2週間程を先輩の野田、鈴木(恵)、真野諸氏の指導

を受けて真黒K日焼けした o 樟の結び方はとの時K

教えて貰った。成城Kプールが出来たのは昭和 5年、

夏と思う o プール聞き K水泳大会があり、とれK出

たととを覚えている o水泳部K入れといわれて入り、

七年制高校尋常科の東京高校と対抗戦があり、 100

メートル自由形、 200メートル自由形K出て優勝し

たのが唯一の成績で忘れられ左い。その頃の水着は、

揮の上K薄地のもので胸KSのマークがついていたo

揮は必ずつけて涼いだが、最近の人は半パンツで樟

は着けて在い様だ。当時、 5月 5日より泳ぎ初めた

と思う。プールの南側子供用プールの境の針金の塀

K樟の色とりどりの織が南風K廟i翻とひるがえって

いる。まだ水温が低いので、プールサイドで甲羅を

干すのが常である。そして、プール掃除は忘れられ

左い。我々の頃は部員数が少左

発つ道よくぞ生きられたと思うが、出征の時よりあ

のカルキの付着した揮は持って歩いたo 将校行李が

焼却命令を受けた時も、樟、は取り出して身Kつけ

て歩いたo とれは必要でもあったからで、殆んどの

河で雨季で戦闘が休みK在ると必ず泳いだ。ベンガ

ノレ湾でも大波の中を泳いだが、いくら体力的K疲労

していても水の中K入った時の気分、あのふわーっ

とした何とも云え左い楽左延々とした気持ちは水泳

部員の経験者で左いと分からぬ。水の中はよきもの

である o そして戦争の最中でも苦しい時は尚更、学

生時代の練習時の苦しさと比較してとの位のととで

はへとたれぬぞ/と思ったり叉楽しい想い出が浮ん

で来る幸せを思った次第ですo 戦後今でも、福島県

相馬の海岸で泳く・時K使っていますo 想、えば揮は我

が命の孝子守りであるといつも感謝していますo

上総興津を想って………

切り岸の岩場に立ちて竿投げる

釣を楽しむ朝のひととき

水底は陽光ゆらぐ岩かげに

さざえは見える海藻はらえば

〈、あの広いプールを掃除する

のは相当苦しかった。マンベ(

山口)、快助(竹尾)、謙三(

守田)諸君は、真面白た部員で

よく暗〈在るまで残ってプール

を洗ったものである D 漂白剤の

カルキをよく使い、素手でカル

キの粉と水を担ねるので手の皮

が薄〈左り指紋が見え左〈在っ

てしまう程で、勿論樟Kもカノレ

キ水が飛び散るので付着した所

は漂白されて点々と白〈在って

いる。大学を出てすぐ陸軍主計・

将校と左 P、ちょうど大東亜戦

争直前K出征し12月8日はマレ

一半島で敵前上陸戦を戦って後、

ピノレマ進攻作戦で南へ北へ或は

印度国境K緬支国境K戦い抜い

て、昭和22年 6月ラングーンを

前例左側より 館野栄一、守田謙三、山口宗樹、森美秀

中例左側より 平岡邦允、大西真博、倉上、神田己季男、深水正保、守田譲二

中村徹雄

後例左側より 中村俊平、浜回収、竹尾快助、雨宮春彦
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現役時代思い出すままに

旧高第9固
812年卒業

中村俊平

私が旧制成城高等学校で水泳部々員の末席を汚し

たのは、昭和 9年 4月から 12年の 3月迄のととであ

るが、卒業後 2年程コーチという形で思い出のプー

ルK通ったり、水泳会の理事として、鈴木忠夫先輩

の長手伝いを若干させて頂いたので、その聞のとと

を文字通り思い出すま込 K、書き綴ってみるとと K

するo

但し、余9Kも昔のととであり、 Eつ資料らしい

ものが左 K も左いので、記憶を辿つての記述である

から、或いは多〈の誤りがあるかもしれ左いが、そ

の点は御寛容を頂き度い。

現役時代の私達の最大の目標はインター・ハイで

あったと思う o 次いで七年制高校の大会では左かっ

たろうか。との他Kは春のインタ一・カレッジの水

球(ウォーター・ポロ)のリーグ戦では左かったか

と思う o インター・カレッジの競泳の方は、余り熱

が左かったのでは在かったろうかo 今の私Kは、 1

年生の時K、故人K左られた森清先輩、波多野先輩、

河村先輩と組んで、 200米リレ-K出場したととだ

けしか記憶K左い。乙のレースではトップの森先輩

が流石Kいい順位でとられたのK、第二泳者だった

私のととろで遅れ、アンカーの河村先輩の力泳空し

く、最下位K在ってしまったよう K憶えている o プ

ーノレ・サイドから手を伸して、河村先輩を引き上げ

乍ら全〈恥しくてたまら左かった o

インター・ハイについては、 1年生の時は家の事

情で合宿ができず、通いで練習K出るとと Kしてい

たが、 2"'-'3日で身体の具合が悪〈在って、遂々競

泳も水球も出場できず、自分としても残念ではあっ

たが、それ以上陀諸先輩K大変御迷惑をかけて申し

訳け左かったo との年は確か競泳はともかく、水球

は第一高等学校と決勝で、大接戦の後惜敗されたと

聞いている。

2年生の時は 3年生K一人も部員がい左かった年

だったので、主将だった大西真博君は非常K苦労さ

れたととと思う o 本来左らその大西君を助けて協力

すべき立場だった私は、生来の怠け者の上K、遊ん

でばかりで、いかKして練習をサボるかK腐心して

いた有様だったから、今K して思うと大西君K全〈

申し訳けの左い次第であったo

確かとの年は波多野、河村両先輩がコーチとして

指導して下さったと思う。合宿中の猛練習で、平素

怠けていた私はパテてしまい、プーノレK行って水面

を見た Yけで胸苦し〈、 50米の距離がひど〈長い距

離K思われたo

試合の結果K記憶は左いが、競泳の方は全員予選

落ちの筈だ。水球の方は二回戦で静岡高校K大敗し

たかと思う。左 Kかあっけ左い負け方で、負けた気

はし左かったし、不遜左言で申し訳け左いが、それ

程口惜しいとも、残念とも思わ左かったo 文¥来年

があるさ、と云った気持だったが、コーチの両先輩

からは、今迄ー高(第一高等学校}以外の学校K負

けたととは左いのK一。と、小言を頂いた憶えがあ

るし、閉会式K出左いでさっさと引き揚げたととろ、

プーノレそばの外苑の舗道で、故人陀左られた三橋達

郎先輩から、大西君が我々を代表した形で、閉会式

K出左いとは何事かと、大目玉を頂いてしまった。

返す返すも大西君Kは申し訳け左かったo

との年の会場は、当時の私達の憧れの神宮プール

であった。

合宿の顔ぶれは主将の大西君をはじめとし、那須

一弥、山口宗樹、神田己季男の諸君と私は確かだと

思うが、他K横河君、マネジャーの竹村君もいたよ

うK思うが、柴田君、伊藤泰二君については自信が

左レ~o

3年生K左った11年は、私Kとっては大変左年K

在ってしまった o 4月の新学年K左って、大西君か

ら都合で今年は泳げ左いから、従来の校友会関係の

仕事はやるが、試合左どの主将をやってぐれと言わ

れ、私は本心閉口したo 既K述べたように、 1年生

2年生時代の私は、練習をサポる常習犯で皆左 K迷

惑ばかりかけていた人間在ので、そのよう左人間が、

今度主将K在ったからと云って、急、に他の者K練習

をサボる在、在どとは面映ゆ〈て言えたもので左し、，

第一、みん左が私の云うとと左どを聞いてくれる筈

も左い、と思い悩んだものだった。 3年生としては

私の他に守田譲二君と大野君がいたのだが、夫々の

事情があって引き受けてもらえ左いのと、山口・神

田両君左ども助けて〈れる、と云うととで遂K大役

を引き受けた年だったからだ。

との年インター・ハイのためのコーチとして、ど
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左たが合宿して下さったかは記憶K左い o 確か波多

野・河村両先輩は京都帝大の水泳部の方の用で来ら

れ左いと云って、 6月頃一度学校K来て下さって、

練習のスケジューノレを置いて行って下さった o 多分

それK基づいて我々だけでやったよう左気がする o

勿論暇をみては故人 K左られた中村徹雄先輩や、館

野先輩が顔を出して下さったり、試合の時Kは館野

先輩が来て下さったと思う。

との年は尋常科から竹尾君と森君が進学・してきた

し、私は春のインター・カレッヂの水球のリーグ戦

の成績から、水球Kついては秘か在野心を抱いてい

たo 競泳の方は左んと云っても人数がい左いので大

望は無理だが、水球は自信を持っていたo

会場は東京帝大の地下の室内25米のプーノレだった。

予想、のよう K競泳の方は残念乍ら竹尾君以外は決

勝 K出れ左かったと思う o 竹尾君の成績も残念乍ら

記憶K左い。水球の日のととはよく憶えている o 7 

月末のよ〈晴れた暑い日だったo 午前中K一回戦を

行った。相手校がどとだったか憶えてい左いが楽勝

だった。た Y室内プーノレで初めての試合だったので

可成り途惑いを感じたo 午后の試合は東京高校が相

手だったが、春のインカレのリーグ戦でも勝ってい

たし、今度も十分勝てるという気持で、東大前で昼

食をしたのだが、ととで大失敗をやってしまったo

みん左でカレーを食べたのだが、その結果試合で苦

汁を飲むととに在った O

東京高校との試合は、前半はリードして後半K入

った。とれで決勝へ行けると思っていた矢先き、二

~三人気分が悪い、胸がムカムカすると言い出したo

昼食のカレーが悪かったのだ。しまった/ と思っ

たがどう Kも左ら左い。メンバー・チェンジは出来

左いのだから、泳げる者だけやる他左い。気分の悪

い者はゴーノレ横のロープKつかまって休ませて闘っ

たが、遂K逆転されて一瞬のうち K敗者の悲哀を味

うとと K在ってしまった。試合が終って風呂 K入り

乍ら、私は人前で初めて涙を流したo 慰めて〈れた

理甲の大野健二君(彼も故人と左られた)と二人で、

暫〈鳴咽したものだったが、とのととはとれ以上触

れまいo

意気情沈した私らは鈴木忠夫先輩 K~'"逢いした。

「負けました O 申し訳けありませんでしたりと、私

は小声で長詫びを申し上げた。を小言を予期してい

たが、鈴木先輩は一言も小言めいたととは言われ左
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かったo それだけ K一層私は切左かった。

インター・ハイを中心忙して、試合や合宿やらま

だまだ思い出すととは多いが、次K七年制高校の試

合のととを思い出してみよう O

七年制高等学校がどのよう左性質の高校だったか

左どの説明をしている閑は左いので、それは省略を

するが加盟校は成城の他、東京高校(一高と共K現

東大教養学部)、武蔵高校(現武蔵大学)、成践高

校(現成践大学)、府立高校(現都立大学)であっ

たo との大会は 9月初めK競泳と水球が分けて行わ

れ、各校共高校と尋常科(一般K中学校といわれた

もの陀当る)を区分じて競技し、夫々の順位をきめ

たが、水球だけは高校と尋常科が混合してチームを

つくってよかったと思う O

1年生の時の会場は成城プーノレだった O 高校の方

は試合の前 Kなって、主将だった森清先輩が都合で

欠場されるとと K左り、成績の方の記憶は左いが東

京高校が優勝したと思う。尋常科の方は最上級K山

口宗樹、神田君らが居て優勝が期待されたが、とち

らも東京高校Kしてやられたと思う。水球の方はリ

ーグ戦で平日 Kも行った筈だが全〈記憶が左い O 然、

し行われ左かった筈も左いから多分優勝したと思う o

当時のメンバーから考えると、そうとしか思え左いo

2年生の時の会場は府立高校の新しい25米プーノレ

だった。高校の方は森清・波多野・河村・館野先輩

が卒業され、代って山口宗・神田・伊藤泰・深水・

柴田の諸君が入られたが、やはり力不足は否めず、

優勝は出来左かった。尋常科の方も竹尾・森美秀の

両君をトップK、守田謙三(譲二君の弟)、戦死さ

れた山口八郎(宗樹君の弟)、木村君らがいたが、

とれも優勝は出来左かった。との年確か丹沢君が 1

年生では在かったろうか。丹沢君の兄さんが府立高

校K居て私とは同学年だったo 水球はとの年も優勝

したと思う o

3年生の時は当番校が武蔵か成撲だったが、プー

ノレの都合が悪いというので、会場Kは成城のプーノレ

が使用され、結局当番校のよう左形Kなってしまっ

たo との年の高校は相当充実していたので、或いは

という希望をもっていたのだが東京高校K優勝され

てしまった。個々のレースでは竹尾君左どの活躍で

優勝した種目もあったが、つまるととろは人員が少

左〈、出場種目 Kむらがあって総合得点で及ば左か

ったわけで、との欠陥は従来も、そして以後Kもみ



第六回

水上運動曾ブ ログ
昭和十一年九月二十六日 (~U

於本校プー JI，.

役員

銅直先生

ラム

たo

1年生の時Kはこのリーグ戦K出先記憶が

左〈、 2年生の時は出た記憶はあるが、成績

の方は全〈判然、し左いo た Y部員が少左かっ

たのでメンバーが固定せず、当時ラグビ一部

の部員だった松本君や平岡君が、応援出場し

て〈れたのだけは憶えている。

3年生の時Kは忘れられ左い思い出があるo曾長

則曾長

顧問

審判長

審判員

時軒員

詑録民

自殺合圃員

通告 H
連絡員

招集員

総務

高松先生

内目先生

中村氏

副島先生

小野先生 鈴木n: 臼井先生
乙の年私は私左!JK:、秘かK期するととろが

あったのだが、 リーグ戦が初まって間も左〈、

自分の不注意から足首を捻挫して数試合欠場

を余儀在〈し、みん左 K非常K迷惑をかけた

が、みん左がよ〈頑張ってくれて拓大と東京

商大かK敗れた Yけで最後の一高戦K在った。

私ら Kとって一高を破るのは一つの悲願であ

った。私もまだ痛みが多少残っていたがとの

試合Kは出場させて貰った。その日はリーグ

の最終日で閉会式が行われる為、一部二部全

校の人々の見守る中での試合だったが、同点

のま L延長戦と左り、然も延長戦を四回繰り

返して遂K引き分けK終った。神宮の森が大

分うす暗〈在る随分長い試合で本当K疲れた。

との試合、最後の延長戦の時一高K先きK:1 

点とられ、文やられるのかと思ったのだが終

了も近い頃、竹尾君が可成り速い所から見事

K ロング・シュートをきめて同点として引き

分けたのだった。あの時の竹尾君のシュート

した位置、得点をあげた時のみん左の喜びは

今も忘れ左いo

50米自由型

1∞米自由型

200米自由型

400米自由型

50米背泳

100米平泳

200米リレー

150米メドレ
リν-

300米メド ν
9νー

中村、 1[[口、 森、 大西、 横河、 守回

館野(主) 制q日、 伊藤、 深水、 永野

入部、 泉

大野

山口(龍)

i貧困、 内山

竹尾、 山口(八)

竹村

大.最高配録

30秒4

1分17秒0

271-54秒6

6分13秒2

4 Llj10 
1分33秒A

2舟 4秒0

2舟10秒8

4分 9秒。

原 (文甲三)

森 (玉川¥)

竹尾(尋問)

竹見(奪回)

那須ぐ文乙ー〉

高橋(文甲ー)

(森、波多野)c高一)河村、河野

/大西、邦須1I ~!，-1' 71'''Jt)(文甲二〉
L中村 j 

(臼井、河野(兄J)C高三)
長輿(兄)

昭和 7年

昭和 6年

昭和10年

昭和10隼

昭和 9年

昭和10年

昭和 7年

昭和10年

昭和 6年

られた半宿命的左ものであった。との年も水球は優

勝したよう K思う。事実私らも練習陀沿いては、と

かく競泳の方よりも水球の方を好んだし、文熱心で

もあったようK:J思う O

次は春のインター・カレッヂの水球のリーグ戦の

思い出を書とう o

当時のインカレのリーグは、一部と二部K分かれ、

一部は早・慶・明・立・東・日の各大学だったと思

うし、二部は東京商科大学(現一ツ橋大学)の他、

拓殖・法政・中央の各大学と、一高・東京・成城の

各高等学校(武蔵高校は出てい在かった気がする)

で、毎年一部の最下位校と二部の最上位校との入れ

替え戦があった気がするo

会場は神宮プールの「飛び込み」用のプーノレだっ

宿敵一高K勝て左かったが負け左かった。とのと

とがあったので先述のよう K、インター・ハイでも

私は秘かK優勝を狙っていたのだ。との日のメンバ

ーは、 F'Wが神田・竹尾・森、 H.B山口宗、

田譲・中村、 G.Kが平岡の諸君だった。

以上が対外試合の主左思い出である o

F.B守

勿論、今とうしてあの頃のととを思い出して書い

ていると、細かいととがあれとれと浮かんで〈るが、

それらは全て省略させて頂とう O

慶応義塾大学の水泳部が、早慶戦のためK:50米プ

ーノレで練習したいからと云って、プールの借用を希

望してきて、とれK応じたのも私の 3年生の時だ。

当時は大学でも 50米のプールをもっているととろは

少左かった。 とれを思う Kつけても、 あのプールを

旧制高校 37 



自分らの力でつくられた先輩方の労苦を忘れては在

るまい。

校内の行事としては、一学期中K昼休みを利用し

て行った水球の校内大会、 9月の校内水上大会があ

り、 3年間とも行われた記憶がある o

卒業した12年から 13年の秋頃迄、何かと母校左関

係をもっていたので、その聞のととも書き綴ろうか

と思っていたが、意外と枚数も多〈在ったし、との

2年間のととは幸いKも、 12年度主将の山・口宗樹君、

13年度主将の竹尾君が御健在のとと故、との卦二方

が書かれる方が適当だろうと思い、現役時代の 3年

間の記述K止めた。

余 !?VCも主観的、懐古的左一文K左ってしまった

が御寛恕を頂き度〈、文との機K御指導を賜わった

諸先輩、御助力を惜しま左かった同輩諸君の御健康

と弥栄を祈り、且つ文、故人と左られた方々の御冥

福を心から祈念して拙文を終り度い。

思い出は

老残の身か

かりたて注

水しぶきあぐ

夢をみせしむ

昭和12年頃の水涼部活動

旧高第10回
813年卒業

山口宗樹

戦前の日本の水泳はオリンピックで日の丸を婦げ

た黄金時代にあったo 高石・鶴田・入江・清川・牧

野・北村・小池・宮崎・寺田・葉室、そして根上・

遊佐・新井と次から次へと世界記録を書替える選手

が輩出していたo 毎年夏の日米対抗戦やオールジャ

パンの水泳競技会は神宮プールを満員札止めK して

居り、ラジオは連日実況を放送し新聞では戦況をト

ップ記事で取上げていた時代であるo その中での我

々成城高校の水泳部の活動はレベルの高い記録を望

むべ〈も左かったo 然、し三橋先輩から受継いだポロ

の技術や成城らしい運動部生活は部員としてすどし

た全員が其后の何十年かの人生K生きてゆ〈人間の

糧として心の中K持ちつづけて居り、叉社会生活の中

K人間とはとの様K心を豊K生きるものだと云う、

ほのかさを発散したものと思う。之が皆の克ち取っ
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た成果では左かったでしょうか。

当時のスポーツ陀対する成城の全学的対応を思い

出して見ると自由教育、全人教育を標携した沢柳先

生、小原先生の理想が開花していた時代だったと思

うo 真善美が人聞の磨かねば左ら左い徳、育であり、

他人を押し除けて卑怯左やり方で勝っととは本当の

勝利とはきれ在かった o 学内の運動会でも一等K在

るととよりも全力を出じて完走するととが最良とさ

れ 1等賞と云う賞品在どは左かったo

当時の水泳部員がととで云う理想的左スポーツマ

ンばかりだったと云う積りは左いがどとか心の奥K

培われていて、何かイタヅラをしても限度とかけじ

めがあったo それが先程申し上げた我々の心の糧だ

ったのでは左いでしょうか、懐かしい思い出である。

次K当時(昭和10年より 14年頃)の水泳部の試合

や行事、特K印象K残った事柄を記して見る o

O 七年制高校関東水上競技大会

高等科・尋常科の別の競泳とポロ

O 関東学生水球リーグ戦

大学、高等学校、専門学校、合同のリーグ戦

で 1部・ 2部・ 3部K強きで分れていたo

O インターハイ東部予選及全国大会

との期間全国大会出場は昭和13年のみ

O 関東学生水上競技大会

との中で昭和13年春の関東学生水球リーグ戦のプ

ログラムを書写して見る。

第14団関東学生選手権水球リーグ

於明治神宮外苑水泳場

自昭和13年 5月21日

至昭和13年 6月19日

会長末弘巌太郎

役員長藤田明

参加校

第一部 早稲田大学、慶応義塾大学、東京帝

国大学、立教大学、明治大学、拓殖

大学、日本大学

第二部 第一高等学校、東京高等学校、府立

高等学校、東京商科大学、東京文理

科大学、法政大学

第三部 成城高等学校、中央大学、東京慈恵

会医科大学、国学院大学、青山学院

成城高校のメンバー

1竹尾快助 (HB ) 2入部辰市



3守田謙三(L F ) 

5木村和一郎

7浜田収

9穂坂博明(R F ) 

11中村勝秀

13馬島郁

成績

4山口八郎(R B ) 

6犬丸純男

8内山四郎(L B ) 

10松浦英夫 (GK)

12平野直人

5月28日(土) 対国大 18-0 勝

5月29日(日) 対慈大 8-0 勝

6月11日(土) 対中大 6-5 勝

6月19日(日) 対青学 7-0 勝

6月11日の対中大戦が事実上の優勝決定戦であっ

たo その得点経過は次の通りですo

成城 6 

前半 2-1 

後半 1 -2 

延長前 1ー0

庁後 0-1

再延長前 1-0 

庁後 0-1

再々延長前 0-0

庁後 1ー 0

5 中大

再々延長終了 1秒前味方の 4ヤード線上よりの

竹尾のロングシュートが決り三部で優勝したo 当

時の試合時間はハーフタイム迄正味 7分で延長は

3分宛前後半であったo 反則時は全員現位置を動

いてはいけ左いo 選手の交替は認められ左い。

その他との昭和13年度の成果は次の通りである。

インターハイ関東大会で第 2位と左り全国大会

K出場した。京都陀遠征、 100米自由形で六高

の荒玉K次いで竹尾が第 2位と在った。

関東学生水上競技大会

竹尾 100米自由形で優勝タイム1.0 4秒 Oとの

成績Kより東京オリンピック Cクラス候補とし

て選ばれる。実際Kは東京オリンピックは戦争

のため中止o

チームとしては二部より一部K昇格。

次K第 6回関東 7年制高校水上競技大会

昭和13年 9月17日、 18日 於成城

成績

高校 1位東高 76点

2位成城 72点

3位府立 56点

尋常科 1位東高 93点

2位成城 58点

3位府立 50点

4位武蔵 28点 4位成践 44点

5位成践 26点 5位武蔵 13点

大会記録

100米自由 1 : 05・4 竹尾成城 811 

200米自由 2 : 31・6 竹尾成城 811 

400米自由 5 : 27・6 鈴木東京 811

800米自由 12 : 23・6 仙葉成践 812 

100米背泳 1 : 17・6 鈴木東京 811

200米背泳 3 : 05・6 鈴木東京 812 

100米平泳 1 : 20・6 錦織東京 812 

200米平泳 2 : 59・0 錦織東京 812 

200米継泳 2 : 01・2 東京 811 

800米継泳 10 : 40・8 東京 811 

300米混泳 3 : 51・8 東京 811 

ポロは東高K次いで第 2位

以上が特記事項であるが、との他K毎年千葉県興津

守谷海岸の夏季水泳実習の手伝いK有志、が出掛けた。

次K私自身の成城水泳生活の感懐を少し o

尋常科時代の水泳仲間は神田己季男、鈴木二郎、松

本剛、浅野、白山、倉上、馬杉の諸君でしたが、高

校の卒業迄選手生活を続けたのは神田己季男君と私

の二人だけでした。その頃記憶では楽し〈、辛〈て

強〈印象K残っているのはプール掃除であって、カ

ルキの臭い、腐敗した泥水の異臭の中で土曜の昼過

ぎよ P日没迄15人程で懸命Kそして冗談を云い乍ら

働いた数時間、デッキブラシ、竹帯等で炎天の中で

汗をたらたら流し乍ら苦労した重労働は左か左かの

ものでした。試合の思い出としては昭和11年の春の

水球リーグ戦での事でしたo 対一高戦、了度目蝕の

日K当り、試合中K夕暮の様左暗きで、異様左雰囲

気を醸し実力伯仲の両校対抗意識を輔が上Kも駆 P

立て大変印象K残りました。試合の方は三回延長し

ましたが勝負がつかず、 5対 5で引き分けK終り誠

に残念でした。競泳ではインターハイ関東予選の

400米予選競技で 100米をターンした後、浮上って

来た時陀頭陀コースロープが触れたので急いで右え

浮上した所、之が隣のコースで、前を見たら他人が

泳いでいるではありませんか慌てて元K戻って 400

米を完泳しましたが、やはり失格して満場の失笑を

買いましたo 当時は部員の数も少〈特Kポロの試合

が棄権K左ら左い様選手を確保する事がー苦労だっ
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た事を憶えて居ります O

我々の時代は戦争の時代だった為、先輩、同僚、

後輩の水泳仲間が軍隊K応召され戦地K赴き戦死さ

れた方も沢山居られますO 昭和14年度の主将をつと

め先手ムの弟の山口八郎も海軍の航空将校として昭和

20年陀九州の佐伯基地沖 Kて戦死していますo との

戦争が無ければ水泳会としても古い年代の元気の良

h先輩達が沢山居られる事でもあり、甚だ残念であ

ります。との方々 K哀悼の意を表し筆を置きますO

プレイバック50
旧高第10回
813年卒業

神田巳季男

左Kか書けと云う O ほか左らぬマンベエさんとと

山口宗樹新会長からの#話しとあっては、むけ:K j診

断りするわけKも参ら左い O 記事の余白の埋め草が

わり に在ればそれで結構とのとと故、思い出すまま

とりとめも左〈駄嬬を弄し恥をさらすとと Kする o

マンベエさん、それにオンペさんとと中村俊平さ

んはじめ多くの在籍学友諸君Kは、左 Kかと大変b

世話様K左りました o 左Kはきてなき、先づ官頭で

当時の知遇K対し謝詞を呈してなかねば在るまいo

また、生来野放図でチャランポラン左性格の故K、

いろいろと嫌や左思いをさぜたり、御迷惑を掛けた

ととも少左〈左かった事と恒慌たる思いで、あわせ

て紙面を借りて台詫び申し上げたいと思う o

金蔭様で、と云うと少々大げさ陀在るかも知れ走

が、成城時代の若き日々を水泳部在籍の諸学友と共

K楽しく、愉快 K過どさせてもらい、折陀ふれては

当時を思い起とし懐しんでいる o

還暦という人生の一つの峠を超えてからは、自 K

見えて老化現象が進行し、時どき腰痛左どK悩まさ

れる今日比頃で、そん左折Kはもう歳定、左と気分 も

滅入り勝ち K在る o しかし、ロッキングチェア陀よ

りかかり目を閉じて成城時代の若き良き日々を回想

し、あれとれ想、いを巡らしていると、また何クソと

心身とも K元気が出てくるから不思議だo まとと K

安直で手軽左またと在い回春法と云うべきか。

学生時代K幸運陀もよい友K恵まれ、楽しい思い

出づぐりが出来るとゅうととは、きびしい社会生活

。荒波を乗り切って、自らの人生を切11!J開き、っき
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左側より 神田、中村 浜田、竹尾

進んでゆ〈上で、何ものKも換え難〈貴重左もので

は左かろうかとつ〈づ〈感じている o

曲がり左り Kも部員らしい形で私が水泳部K在籍

したのは高校 2.......3年生の頃で、当時主将は中村俊

平氏、同氏が卒業して東京大学K進学したあとは山

口宗樹氏が主将をつとめていたように記憶しているo

もっとも尋常科の頃Kも一時期水泳部K入部してい

たとともあったが、尋常科の生徒の場合は泳ぐとと

の好き左連中がただなんと左〈集って水K親しむと

いった程度のととで、きびしい練習を課されるとい

うととも左〈、試合K出場するととも左かったよう

K思う。

その当時学園の教育方針は、その伝統は今K引き

継がれていると思うが、徳育の面では真善美三位一

体の成城ボーイとしての人格の形成、智育の面では

暗記力K頼った安易左詰め込み主義を排し、ダノレト

ンプラン陀よる自学自習を中心とした自主独立自ら

学ぶ姿勢と方法の体得K力点が置かれていたo 学生

達は学習のための教科の時間割を各人自らの手で作

製し、それ Kもとずいてそれぞれの教室K赴き、異

在る各年次、各学級の生徒が入り混って自学自習K

よって授業を受けるという極めて自由且つ自主的左

環境のもとで伸びのびと育てられていたo

とのよう左教育方針は、運動部などの学友会の課

外活動Kも色漫〈反映していた。



運動部Kは、いわゆる選手制度と云うものが存在

しまかった。勿論サークノレ組織として部の運営K最

少限必要左部長、主将、マネージャーは居ても、専

任の監督は置かず、コーチも卒業生が事情の許す範

囲内で手弁当で後輩の指導K当るといった具合で、

ほとんど全てが部員達の自主的左運営K任されてい

た。

したがって、いわゆる職業的選手の養成というと

ととは全く無縁で、各運動部は全ての在校生Kその

門戸が開放されてなり、学生達は誰もが気の向ぐま

まK好き左スポーツで放課後のひと時を好みのまま

K自由 K楽しむととが出来た。まさにピパ成城であ

るo

当時のわが国水泳界の情況に目を転ずれば、宮崎

(慶応)、遊佐(日大)左どの逸材Kよって 100米

1分の壁が破られ、多〈の優秀選手が輩出、松沢、

田畑左ど不世出の名監督K率いられた水連は我が世

の春を謡歌してなり、高校水泳界もまた活況を呈し

ていたし、わが水泳部もその一翼を担って一つの時

代を形づくっていたよう K思う o そん在中で、スポ

ーツはただただ楽しむものと心得、テャランポラン

で、ろくすっぽ練習もし左い私が周聞の自にどのよう

K写ったかは想像K難〈左〈、どうしようも左い自

堕落野郎であったととは、まとと K漸'塊Kたえ左い O

そん左私ではあったが、水泳部の一員としての部

活動を通じて貴重左教訓を単左る言葉としてでは左

〈、体で文字通り体得させてもらえた事に感謝して

いる O それは苦しみK耐えてロングを引き泳ぎ込む

ととの重要さであったo 基礎体力の充実、向上は単

K記録を伸ばす上だけで左〈、何事を成し遂げる上

でも普遍左原則であるとゅうととである o

昭和13年9月 関東学生リーグポロ決勝

何分Kも半世紀近ぐも前のことであり、記憶の誤

りや思い違いもあろうかと思う。思い出とゅうもの

は人の心の中で温められ、長い歳月の間K不当 K美

化され勝ちであるととと御容赦願いたい。

ブールのうち・そと

旧高第竹田

814年卒業
竹尾快助

1933年の秋のとと、プール陀集まれ、と誰から

とも左〈伝え聞いてプーノレへ出向いた。シーズンオ

フで干上ったプーノレのコンクリ一卜の大き左槽の中

で何人かが走り廻ったり壁K寄り掛って居た。走り

廻る少年達の姿と日 K照らされた壁とが眼陀残って

居る。小原先生復帰運動のーコマ、高尾山篭城のス

タートはとのプーノレであった。

水泳部の仲間入りをしたのが、との年だったか次

の年だったかはっきりし左いが、七年制高校水泳大

会の間近在頃だった。プールを横tr(25米を折返して

練習して居る中 K混って泳いだ。興津漁師を自負す

る森美秀君がクローノレでいつまでも泳いで居るの陀

驚嘆した。私は50米か 100米かで息を切らしてしま

った記憶がある。との後の七年制大会では 800米リ

レーのスタートを受持つとと K左り、 2位をプール

一つ離して引継ぎ、一寸した自信を得た。然しとの

大会でシーズンを終り次の年から本格的K水泳部の

練習を始めた様K思うが、尋常科時代のプール生活

では思い出す事がほとんど在いo 森美秀君が議員を

引退した後Kでもゆっぐり思い出を繰り出したいも

のである。ただ 1935年(4年生のとき)東京市中

等学校水泳大会が市立ー中の室内プールで開かれ、

大西マロさん陀連れられて出場し、タイムレースの

100米自由形で優勝したことがあった。タイムは覚

えて居在いが、 1分10秒前後だったよう K思う o と

もかぐ東京の中学生の水泳のレベノレの低いととを思

い知ったととだった。今日日本ーの女子中学生が東

京のプーノレから育ったととを思うと不思議左気がす

る。今一つ強烈左思い出はとの年K府立高校で開か

れた七年制大会で、 2日自の第一レースの 200米リ

レ-tr(遅刻してしまい、応援の大場景雄君K代役を

勤めてもらったととである。『ショーガネーナー』

で済ましてもらった様だが、思い出す度K恥かしい。
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高校時代の競技の思い出は最終学年の 1937年の

関東学生水球選手権大会の第 3部での優勝とインタ

ーハイの関東予選で総合 2位K左り全国大会K出場

したことだろう o

水球では、最終戦が中央大学が相手で、勝った方

が優勝というととだったo 試合は同点の後、二回の

延長戦でも勝負がつかず、三回目。延長戦も同点の

ま訟で終ろうとする、そのタイムアップ直前K ロン

グシュートで得点して勝ったo その時のととは多少

大袈裟K覚え込んでしまったかも知れぬが、タイム

アップ直前K味方のゴール直前でポールを受けて、

正面を見たら飛込台K据えである時計の針はほとん

ど真上を差していたo 日出嵯K相手ゴーノレを目がけて

思い切って飛げたo 相手のキーパーが身構えもし左

いうち Kゴールインしてタイムアッフ・0 出鱈目左プ

レーだったが気分の良い思い出として残して居る o

インターハイは八高が圧倒的K沢山点を取ってし

まったあとのドングリの背比べの中で我が成城がチ

ヨット披け出してしまったので 2位K左ってしまっ

た。バタフライを織り込んだ平泳の守田謙三君、と

の年K在って狂った様陀速〈在った浜田収君の活躍

で上位入賞を果したからだ。私はとの時 100米の自

由形と背泳K出場した。日頃練習して居た自由形で

は 2位だったが、背泳は穴をねらったのが効を奏し、

1位という面白い記録を残した。

全国大会というもの左ど意識して居左かったし、

中Kはそん左ものがある事を知ら左い人も居た程だ

ったのだが、京都の先輩達の絶大左卦世話で、たの

しい遠征をするととが出来たo との大会では末席を

全うした O との時のととを思い出す度K先輩諸兄K

感謝をするのだが、その当時、有難うどざいました
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を言ったかどうか危ぶまれる。改めて『有難うどざ

いました~ 0 

今一つの晴れがましい記録がある o 関東学生選手

権大会K出場し、 100米自由形で優勝し、選手権者

K在ったととである O 当時は水泳有名校は全日本学

生K推薦出場するので、地方予選大会の様左性格K

在って居たo それでも、名前だけは関東学生選手権

者左のだから、とれも一つの記録として残してよか

ろう o との時のタイムが 1分 4秒 Oで、来るべき幻

の東京オリンピックの C級候補者K選ばれてしまっ

たo 勿論強化練習K呼び出されるととも左かったよ

うで、名前だけを頂いた次第である o

最後Kプールへ戻ろう。

高校 3年のシーズンを終る最後をプールのほとりで

のすき焼会で納めたo 小プールとの間Kあった屋外

灯の光のもとで鍋をかとんだ。今は亡き山口八郎君、

内山四郎君、浜田収君等の顔が眼K浮ぶ。宴が終っ

た時10月の冷たいプー JレK飛び込んで対岸まで泳い

だ。一糸纏わぬ姿でo

とれをしも青春と言わんかH

昭和16年神戸大プールにて 山口八郎




